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ア
メ
リ
カ
契
約
法
の
新
し
い
発
展

定
価
七
、七
〇
〇
円（
税
込
）

急
速
に
発
展
す
る
ア
メ
リ
カ
契
約
法
を
契
約
理
論
、
契

約
の
成
立
と
解
釈
、
契
約
の
拘
束
力
、
契
約
違
反
と
救
済
、

隣
接
諸
科
学
の
影
響
、
取
引
技
術
の
進
歩
の
影
響
の
６

つ
の
視
点
か
ら
分
析
。
今
後
を
展
望
す
る
論
文
集
。

勁草書房

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
―
こ
こ
が
変
だ
よ
?!

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
―

定
価
三
、一
九
〇
円（
税
込
）

創成社

現
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
批
判
的
に
検
討
す
る

こ
と
で
、
現
実
社
会
と
の
乖
離
状
況
を
指
摘
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
「
当
た
り
前
」
に
疑
問
を
呈
し
、
本
質
的

な
視
点
か
ら
再
考
を
促
す
。
２
０
２
４
年
度
日
本
経
営

診
断
学
会
研
究
奨
励
賞
受
賞
。

首
藤
禎
史
編
著
／
長
谷
川
博
・
伊
藤
友
章（
経
営
学
部
教
授
）・

野
木
村
忠
度
・
河
内
俊
樹
著

小
松
靖
彦
編
／
田
中
綾（
人
文
学
部
教
授
）他
共
著

②
戦
中
か
ら
戦
後
へ
の〈
切
断
＝
連
続
〉

検
証
戦
争
に
加
担
し
た

日
本
文
学
（
全
３
冊
）

定
価
五
、九
四
〇
円（
税
込
）

告
発
で
も
擁
護
で
も
な
い
、
こ
れ
か
ら
の
た
め
の
歴
史

的
検
証
。
戦
時
下
に
お
い
て
文
学
、
文
学
者
た
ち
に
何

が
起
き
て
い
た
の
か
。
国
内
外
37
名
の
研
究
者
・
文
学
者
・

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
学
問
的
に
明
ら
か
に
な
る
。

花鳥社

笠
井
修
編
／
谷
本
陽
一（
法
学
部
教
授
）他
共
著

Ａ
Ｉ
を
外
国
語
教
育
で
使
わ
な
い
選
択
肢
は
も
う
な
い

定
価
二
、八
六
〇
円（
税
込
）

本
書
は
外
国
語
教
育
に
Ａ
Ｉ
の
導
入
を
推
奨
す
る
も
の

だ
が
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
「
始
め
に
Ａ
Ｉ
あ
り
き
」
で

は
な
い
。
指
導
者
に
そ
の
必
然
性
を
問
い
、「
教
育
現
場

で
の
Ａ
Ｉ
と
の
共
生
・
協
働
」
を
議
論
す
る
。

ひつじ書房

大
木
充
・
小
田
登
志
子
・
岩
根
久
編
／
杉
江
聡
子（
人
文
学
部
准
教
授
）
他
共
著

お
隣
の
非
正
規
公
務
員
地
域
を
変
え
る
、北
海
道
か
ら
変
え
る

定
価
一
、五
四
〇
円（
税
込
）

北海道新聞社

全
国
で
約
１
０
０
万
人
、
道
内
で
は
４
万
人
に
上
る
非

正
規
公
務
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）。
低
劣
な
労
働
条

件
の
改
善
を
目
指
し
、
労
働
組
合
、
弁
護
士
、
自
治
体

議
員
、
研
究
者
ら
14
人
の
筆
者
が
現
状
と
問
題
解
決
へ

の
道
筋
を
解
き
明
か
す
。

川
村
雅
則（
経
済
学
部
教
授
）
編
著

死
な
な
い
と
、帰
れ
な
い
島

定
価
二
、五
三
〇
円（
税
込
）

１
９
４
４
年
７
月
、
硫
黄
島
。
一
時
疎
開
の
は
ず
だ
っ

た
島
民
が
、
い
ま
だ
に
故
郷
に
帰
れ
て
い
な
い
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
硫
黄
島
上
陸
』
著
者
が
、

こ
の
国
の
暗
部
を
暴
く
傑
作
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
！

講談社

酒
井
聡
平（
人
文
学
部
平
成
11
年
度
卒
・
４
期
生
）
著

定
価
三
二
、四
〇
三
円（
税
込
）

Routledge

HUMANISING LANGUAGE
EDUCATION IN THE
GENERATIVE ARTIFICIAL
INTELLIGENCE AGE
A CRITICAL REALIST APPROACH

ブシャー ジェレミ（人文学部教授）著
大学英語教育におけるアカ
デミック・ライティング指導
において、生成 AI の存在と
その影響を検討し、批判的
リアリズムおよび社会的リア
リズムの教育哲学に基づく
人文主義的立場を主張する。

本学と札幌中央信用組合が包括連携協定締結本学と札幌中央信用組合が包括連携協定締結本学と札幌中央信用組合が包括連携協定締結
「ワクスタ WORK×STUDY」プロジェクトが始動「ワクスタ 

　

令
和
７
年
12
月
12
日
（
金
）

に
本
学
と
札
幌
中
央
信
用
組
合

は
、
両
者
が
持
つ
経
営
資
源
を
最

大
限
に
活
か
し
、
地
域

に
お
け
る
大
学
進
学
機

会
の
格
差
を
是
正
し
、

将
来
へ
の
夢
と
愛
郷
心

を
持
っ
て
地
域
社
会
の

維
持
発
展
に
貢
献
す
る

産
業
人
材
を
育
成
す
る

た
め
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

本
学
園
の
国
際
会
議

場
で
開
催
さ
れ
た
協

定
締
結
式
と
そ
の
後
の

記
者
発
表
会
に
は
報
道

関
係
８
社
が
取
材
に
訪

れ
、
関
心
の
高
さ
が
伺

わ
れ
ま
し
た
。

　

記
者
発
表
会
で
泉
融

和
札
幌
中
央
信
用
組
合
理
事
長

は
、「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
、
将
来
に
向
か
っ
て
大
き
な
夢

を
抱
く
若
者
達
に
、
学
業
と
就
業

の
両
立
を
可
能
と
す
る
環
境
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
学
で
学

ぶ
こ
と
に
加
え
て
、
金
融
の
現
場

で
地
域
社
会
と
直
に
接
す
る
機
会

を
設
け
、
将
来
へ
の
希
望
と
地
域

社
会
へ
の
愛
着
信
を
持
つ
、
次
代

の
地
域
経
済
に
資
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

本
学
森
下
宏
美
学
長
は
、「
２
部

の
学
生
の
多
く
が
日
中
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
が
、
金
融
の
現
場

で
正
職
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
貴

重
な
経
験
に
な
る
と
思
う
。
こ
の

経
験
と
学
業
と
の
相
乗
効
果
で
学

生
が
成
長
す
る
こ

と
を
大
い
に
期
待

し
て
い
る
」
と
述

べ
ま
し
た
。

仕
事
と
学
生
生
活
の
両
立
で
、未
来
を
ひ
ら
く

本学森下宏美学長（左）と泉融和札幌中央信用組合理事長

　

こ
の
協
定
に
も
と
づ
き
「
ワ
ク

ス
タ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
×
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
ま
す
。

　
「
ワ
ク
ス
タ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
×
Ｓ
Ｔ

Ｕ
Ｄ
Ｙ
」
は
本
学
２
部
に
総
合
型

選
抜
、
学
校
推
薦
型
選
抜
で
合
格

し
入
学
す
る
学
生
を
対
象
に
、
札

幌
中
央
信
用
組
合
で
４
年
間
働
く

「
学
生
職
員
」
を
正
職
員
と
し
て

同
組
合
が
募
集
・
採
用
す
る
制
度

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
次
の
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
大
学
の
夜
間
課
程
（
２
部
）

に
在
籍
す
る
学
生
の
学
業
継
続
及

び
社
会
的
自
立
の
支
援
を
通
じ

て
、
大
学
進
学
機
会
の
格
差
を
是

正
し
、
地
域
経
済
の
持
続
的
発
展

に
資
す
る
人
材
育
成
を
推
進
す
る

こ
と
。

（
２
）
学
生
が
大
学
で
学
ぶ
こ
と

に
加
え
、
地
域
社
会
と
積
極
的
に

接
す
る
機
会
を
創
出
し
、
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
、

課
題
を
実
感
し
、
将
来
へ
の
夢
と

愛
郷
心
を
持
っ
て
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
人
材
を
輩
出
す
る

こ
と
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
始
は
令

和
９
（
２
０
２
７
）
年
度
の
入
学

生
か
ら
と
な
り
ま
す
。
制
度
の
内

容
は
左
記
の
札
幌
中
央
信
用
組
合

の
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「働きながら学ぶ」2 部の新しい選択肢

札
幌
中
央
信
用
組
合

「
ワ
ク
ス
タ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
×

Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｙ
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

学
校
法
人
北
海
学
園
は
、
北

海
道
新
聞
社
な
ら
び
に
北
洋
銀

行
と
「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ま
ち

づ
く
り
」
推
進
に
向
け
た
連
携

協
定
を
締
結
し
た
。
令
和
７
年

12
月
10
日
に
北
洋
大
通
セ
ン

タ
ー
４
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
北
海
学
園
の
安
酸
敏
眞

理
事
長
、
北
海
道
新
聞
社
の
堀

井
友
二
社
長
、
北
洋
銀
行
の
津

山
博
恒
頭
取
が
臨
席
の
も
と
協

定
締
結
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
三
者
が
相
互

に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す

る
教
育
、
メ
デ
ィ
ア
、
金
融
な

ど
に
関
す
る
知
見
及
び
資
源
を

活
用
し
て
北
海
道
地
域
の
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

今
後
は
、

社
会
人
の
学

び
直
し
（
リ

カ
レ
ン
ト

教
育
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
課

題
解
決
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、

イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
、
社

会
人
と
学
生

生
徒
の
協
働

で
の
取
り
組

み
な
ど
を
行

い
、
人
材
育

成
と
地
域
に

根
差
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

に
取
り
組
む
こ
と
で
北
海
道
を

支
え
る
人
材
の
道
外
流
出
抑
制

や
地
域
課
題
の
解
決
を
図
り
、

北
海
道
の「
ひ
と
づ
く
り
」や「
ま

ち
づ
く
り
」
を
通
じ
た
地
方
創

生
や
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

協
定
式
で
は
、
安
酸

理
事
長
よ
り
「
創
立

１
４
０
周
年
を
迎
え
、

２
大
学
２
高
校
よ
り

18
万
人
を
超
え
る
卒
業

生
を
輩
出
し
て
き
た
。

教
育
研
究
機
関
と
し
て

培
っ
た
知
見
を
活
か
し
、

北
海
道
に
お
い
て
地
域

や
事
業
者
の
課
題
解
決

に
取
り
組
み
、
課
題
解

決
で
き
る
人
材
の
育
成
や
当
事

者
た
ち
の
交
流
の
場
の
形
成
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
北
海
道
新

聞
社
堀
井
社
長
は
「
課
題
解
決

の
糸
口
を
探
る
息
の
長
い
取
り

組
み
で
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を

展
開
し
た
い
」
と
述
べ
、
北
洋

銀
行
津
山
頭
取
は
「
生
産
者
年

齢
人
口
が
減
少
し
、
若
者
の
多

く
も
道
外
に
流
出
し
て
い
る
。

事
業
者
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
通
じ
て
北
海
道
の
魅
力
、
将

来
性
を
伝
え
て
い
く
と
と

も
に
、
人
材
の
育
成
と

い
っ
た
学
び
と
実
践
の
場

を
築
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

連
携
・
協
働
事
項
は
次
の

と
お
り

（
１
）
自
治
体
お
よ
び
事

業
者
等
の
課
題
解
決
に
関

す
る
取
り
組
み

（
２
）
地
域
、
社
会
等
の

中
核
と
な
る
人
材
の
育
成

に
関
す
る
取
り
組
み

（
３
）
学
び
と
実
践
を
通
じ
た
交

流
の
場
の
形
成
と
そ
の
活
用
に

関
す
る
取
り
組
み

（
４
）
そ
の
他
、
協
議
に
よ
り
必

要
と
認
め
ら
れ
る
「
ひ
と
づ
く

り
」
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
関

す
る
取
り
組
み

北海学園×北海道新聞社×北洋銀行
「ひとづくり」・「まちづくり」推進に向けた連携協定締結

左より、 株式会社北海道新聞社代表取締役社長 堀井友二氏、学校法人
北海学園理事長 安酸敏眞、株式会社北洋銀行取締役頭取 津山博恒氏

　

１
８
８
５
年
の
創
設
以
来
、
北
海

学
園
は
「
開
拓
者
精
神
（Pioneer 

Spirit

）」
を
教
育
の
柱
と
し
て
、
地

域
社
会
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
大
学
２
校
・
高
校
２
校

を
擁
す
る
学
園
と
し
て
、
多
く
の
人

材
を
社
会
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
〝
開
拓
者
精
神
〞
を
次
世
代

へ
と
つ
な
ぎ
、
未
来
を
担
う
若
者
た

ち
の
学
び
と
挑
戦
を
支
え
る
た
め
、

「
北
海
学
園
パ
イ
オ
ニ
ア
基
金
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
社
会
の
急
速
な
変

〈
未
来
を
切
り
拓
く

若
者
た
ち
を
応
援
し
ま
す
〉

〈
若
者
の
可
能
性
を
広
げ
る
た
め
に
〉

〈
ご
寄
付
の
活
用
先
〉

〈
次
世
代
の
開
拓
者
に
、

皆
さ
ま
の
力
を
〉

化
に
よ
り
、
私
立
学
校
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
変
化
に

柔
軟
に
対
応
し
、
困
難
を
乗
り
越
え

る
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
北
海
学
園
パ
イ
オ
ニ
ア
基
金
」

は
、
北
海
学
園
が
目
指
す
〝
未
知
の

分
野
を
切
り
拓
く
先
駆
者
〞
の
育
成

を
支
え
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
、
以
下

の
よ
う
な
活
動
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
奨
学
金
の
充
実

設
置
各
校
が
教
育
振
興
資
金
で
実
施
し

て
き
た
奨
学
金
事
業
を
継
承
し
ま
す

●

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

海
外
留
学
や
語
学
研
修
な
ど
へ
の
助

成
を
行
い
ま
す

●
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
支
援

部
活
動
に
必
要
な
道
具
や
遠
征
等
な

ど
を
支
援
し
ま
す

●
教
育
・
研
究
環
境
の
整
備

施
設
・
設
備
の
充
実
を
図
り
ま
す

●
学
園
全
体
の
発
展
支
援

北
海
学
園
の
教
育
活
動
全
般
を
支
え

ま
す

　

北
海
学
園
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と

世
界
を
つ
な
ぐ
人
材
を
育
て
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ま
の
ご

支
援
が
不
可
欠
で
す
。「
北
海
学
園
パ

イ
オ
ニ
ア
基
金
」
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
温
か
い
ご
支
援
・
ご
協

力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
北
海
学
園
は
、
２
０
２
５
年
10
月
に
、
こ
れ
ま
で
設
置
各
校
で
運
用

し
て
い
た
教
育
振
興
資
金
を
継
承
し
、
そ
の
支
援
内
容
を
拡
充
・
発
展
さ
せ
る
形

で
「
北
海
学
園
パ
イ
オ
ニ
ア
基
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金
は
、
一
人
で

も
多
く
の
学
生
・
生
徒
を
支
援
し
、
将
来
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
北
海
学
園
パ
イ
オ
ニ
ア
基
金
」が

創
設
さ
れ
ま
し
た

地方創生や持続可能な
地域社会の実現を目指す

「
北
海
学
園
パ
イ
オ
ニ
ア
基
金
」

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「ワクスタ WORK× STUDY」４つのポイント

北海学園大学２部の総合型選抜、学
校推薦型選抜（指定校制・併設校）
の合格者を対象に、札幌中央信用組
合の学生職員（正職員）を募集します。

在学中は、札幌中央信用組合の市内
本支店で勤務していただきます。

在学中は生活至便の良い人気エリア
に立地の、札幌中央信用組合職員
用マンションを利用することができ
ます。

卒業後は札幌中央信用組合への継続
勤務はもちろんですが、他社就職も
可能としますので、自由な選択がで
きます。

２部合格者（専願制）が対象１ 働くと学ぶを両立できる２

生活環境のサポート３ 卒業後の進む道は選択可能４
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晴
れ
て
北
海
学
園
大
学

を
卒
業
さ
れ
る
学
生
の
み

な
さ
ん
、
大
学
院
を
修
了
さ

れ
る
み
な
さ
ん
、
ま
こ
と
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
温
か
く
見

守
ら
れ
、
ご
支
援
を
惜
し
ま

れ
な
か
っ
た
ご
家
族
・
関
係

者
の
み
な
さ
ま
に
も
、
心
よ

り
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
入
学
さ
れ

た
当
初
は
、
ま
だ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
防
止
の
た
め
の
厳
し
い

行
動
制
限
が
課
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
の
で
、
不
安
と
と

も
に
始
ま
っ
た
大
学
生
活

で
し
た
。
そ
の
後
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

「
５
類
感
染
症
」
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
行
動
制
限
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
学
生
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
に
は
、
多
く

の
努
力
が
必
要
で
し
た
。
み

な
さ
ん
は
手
探
り
で
そ
の

努
力
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
お
か
げ
で
、
北
海
学
園

大
学
の
文
化
と
い
う
べ
き

も
の
が
継
承
さ
れ
、
ま
た
、

新
た
な
活
動
も
生
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
み
な
さ
ん
の
努

力
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
学

園
大
学
で

の
学
生
生

活
を
終
え

た
今
、
み

な
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、

自
分
自
身
の
成
長
を
実
感

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
生
涯
の
友
と

な
る
人
た
ち
と
の
出
会
い

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
若
い

時
期
に
仲
間
と
過
ご
し
た

濃
密
な
時
間
は
、
生
涯
忘
れ

が
た
い
記
憶
と
な
る
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
み

な
さ
ん
は
、本
日
の
「
卒
業
」

を
も
っ
て
、
仕
事
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
関
わ

り
な
が
ら
生
活
を
営
む
現

場
と
し
て
の
社
会
へ
と
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
そ
こ

が
、
こ
れ
か
ら
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
の
成
長
の
場
、
学

び
の
場
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
が
い
ま
大
き
な
転

機
を
迎
え
て
い
る
中
、
み
な

さ
ん
に
は
、
未
来
を
切
り
拓

き
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く

た
め
の
挑
戦
が
待
ち
受
け

て
い
ま
す
。
社
会
の
存
立

そ
の
も
の
を
脅
か
す
地
球

温
暖
化
や
人
口
減
少
の
進

行
、
情
報
発
信
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
普
及
、
仕
事
や
生
活

の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
私
た
ち
は
い
ま
、
こ
の

よ
う
な
新
し
い
現
実
と
向

き
合
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
現

実
に
立
ち
向
か
い
、
そ
の
先

に
よ
い
社
会
を
築
い
て
い

く
た
め
に
は
、
新
し
い
知
恵

の
創
造
と
、
そ
の
知
恵
を
活

か
す
人
々
の
協
働
が
必
要

で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
大
学

で
の
学
び
を
通
じ
て
、
学
問

す
る
心
と
力
を
身
に
つ
け

ま
し
た
。
そ
の
学
問
と
は
、

他
者
と
共
有
で
き
る
新
し

い
知
を
生
み
出
そ
う
と
す

る
活
動
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
決
し
て
、
学
者
や
研

究
者
だ
け
が
す
る
閉
ざ
さ

れ
た
営
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

最
近
の
社
会
の
様
子
を

見
て
お
り
ま
す
と
、
協
働
で

は
な
く
分
断
を
助
長
し
か

ね
な
い
事
態
が
広
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自

分
の
考
え
を
け
ん
か
腰
で

ぶ
つ
け
合

う
よ
う
な

言
論
、
な

い
こ
と
を

あ
る
か
の

ご
と
く
、
あ
る
こ
と
を
な
い

か
の
ご
と
く
に
喧
伝
す
る

言
説
、
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
作
成

さ
れ
た
精
巧
な
偽
情
報
、
こ

の
よ
う
な
も
の
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
通
じ
て
瞬
時
に
広
ま
る

と
い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
実
を
見
る

に
つ
け
、
学
問
す
る
心
と
力

の
大
切
さ
を
思
わ
ざ
る
を

え
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
に

は
、
学
問
を
も
生
涯
の
友
と

し
て
、
よ
き
人
生
を
歩
ん
で

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
回
き
り
の
人
生
を
ど

う
使
う
か
。
や
ろ
う
と
思
え

ば
何
で
も
で
き
る
。
た
く
さ

ん
学
び
、
語
り
合
っ
て
、
悔

い
な
く
生
き
て
ほ
し
い
。」

こ
れ
は
、
北
海
学
園
大
学
の

卒
業
生
で
、
こ
の
３
月
に

１
０
０
歳
に
な
ら
れ
、
自
ら

の
戦
争
体
験
、
シ
ベ
リ
ア
抑

留
体
験
の
語
り
部
と
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
神
馬
文

男
さ
ん
の
、
若
い
人
た
ち
に

対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

大
先
輩
の
こ
の
言
葉
を
、
ど

う
か
心
の
中
に
刻
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
み
な
さ
ん
の
未

来
が
明
る
く
輝
か
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
お
祝
い

の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

学
長
森
下
宏
美

令
和
７
年
度
卒
業
証
書
・
学
位
記
授
与
式
式
辞

　

令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
度
一

般
選
抜
が
、
２
月
９
日
と
10
日

の
２
日
間
、
札
幌
会
場
（
豊
平
校

舎
）
と
今
年
か
ら
青
森
が
新
設
さ

れ
た
地
方
会
場
（
旭
川
・
帯
広
・

函
館
・
東
京
・
青
森
）
５
会
場
で

実
施
さ
れ
、
３
、７
８
６
名
が
受

験
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
志
願

者
数
は
、
一
般
選

抜
が
全
体
で
前
年

度
よ
り
53
％
増
。

入
試
制
度
が
大
き

く
変
わ
り
、
統
一

型
の
選
抜
を
導
入

し
た
こ
と
が
要
因

と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
れ
に
よ
り

４
つ
の
文
系
学
部

１
・
２
部
に
お
い

て
、
日
程
ご
と
に

令
和
８
年
度

入
試
状
況

11
併
願
ま
で
可
能
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
利
用
選
抜
（
Ⅰ
期
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
全
体
で
前
年
度

よ
り
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
選
抜
に
つ
い
て
の
合

格
発
表
は
２
月
24
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
す
で
に
ご
報
告
し
て

お
り
ま
す
総
合
型
選
抜
以
外
の

入
試
制
度
で
あ
る
学
校
推
薦
型

選
抜
や
課
題
小
論
文
・
社
会
人
・

海
外
帰
国
生
徒
・
外
国
人
留
学
生

の
特
別
選
抜
に
つ
い
て
は
令
和

７
年
11
月
23
日
（
日
）
に
実
施

さ
れ
、
今
年
度
出
願
数
は
７
２
３

名
で
し
た
。

　

学
部
学
科
ご
と
の
各
入
試
状

況
は
、
次
表
の
通
り
と
な
り
ま

す
。

部 学部 学科
志願者数 合格者数

総合型・
学校推薦型
・特別

一般 大学入学
共通テスト

総合型・
学校推薦型
・特別

一般 大学入学
共通テスト

１
部

経済
経   済

242 1,520 433 145 802 252
地 域 経 済

経営
経   営 63 916 333 60 276 124
経 営 情 報 51 496 152 51 224 104

法
法   律  

145 960 258 145 519 147
政   治   

人文
日 本 文 化 75 447 253 69 202 146
英 米 文 化 59 315 183 53 191 151

工

社会環境工 23 105 100 23 96 87
建 築 49 134 123 46 102 91
電子環境工 18 181 222 17 157 196
生 命 工 17 83 137 16 72 130

1部合計 742 5,157 2,194 625 2,641 1,428

２
部

経済
経   済

70 528 151 52 281 60
地 域 経 済

経営 経 営 50 371 － 50 220 －

法
法   律  

107 452 － 93 342 －
政   治   

人文
日 本 文 化 19 131 49 19 81 28
英 米 文 化 10 93 26 10 72 23

2 部合計 256 1,575 226 224 996 111

1・2 部合計 998 6,732 2,420 849 3,637 1,539

令和８年度　入試状況 （単位／人）

※経済学部・法学部は学部単位の募集

永
年
勤
続
者

　

今
年
表
彰
さ
れ
た
永
年
勤
続
者
は
次
の
と
お
り
。

北
海
学
園
大
学

▼
40
年
勤
続
〔
職
員
〕
藤
田
ゆ
か
り
（
図
書
館
）

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
伊
藤
友
章
（
経
営
）、福
永
厚
（
経

営
）〔
職
員
〕
田
口
聖
志
（
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
）

▼
20
年
勤
続〔
教
員
〕平
野
研（
経
済
）、下
村
直
樹（
経
営
）、

庄
司
樹
古
（
経
営
）、菅
原
秀
幸
（
経
営
）、原
井
憲
二
（
工
）

〔
職
員
〕
可
香
谷
亮
（
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
課
）、
橋
本
大

輔
（
法
）、柏
尾
文
太
（
図
書
館
）、会
田
絵
里
子
（
図
書
館
）

▼
10
年
勤
続〔
教
員
〕石
井
健（
経
済
）、濱
田
武
士（
経
済
）、

早
尻
正
宏
（
経
済
）、田
中
勝
則
（
経
営
）
瀬
川
行
太
（
法
）、

小
松
か
お
り
（
人
）、
仲
丸
英
起
（
人
）、
佐
藤
晴
彦
（
工
）

北
海
商
科
大
学

▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
堤
悦
子
、
水
野
俊
平

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
中
西
良
之
、
保
坂
智
、
李
鳳

北
海
高
等
学
校

▼
30
年
勤
続
〔
教
員
〕
矢
澤
秀
治

▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
本
間
貴

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
佐
藤
仁
敬

北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

▼
20
年
勤
続
〔
教
員
〕
稲
葉
健
〔
職
員
〕
長
勢
正
人

▼
10
年
勤
続
〔
教
員
〕
河
内
佑
有
子
、
関
原
大
治

　

子
供
は
ど
ん
な
所
で
も
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ

れ
は
子
供
が
「
何
も
な
い
場

所
」
か
ら
楽
し
み
を
作
り
出

す
天
才
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

大
人
が
「
ど
こ
か
遠
く
へ
行

け
ば
楽
し
い
こ
と
が
あ
る
は

ず
だ
」
と
考
え
が
ち
な
の
に

対
し
、
子
供

は
目
の
前
に

あ
る
退
屈
な

日
常
を
、
想

像
力
に
よ
っ

て
遊
び
場
に

変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　

私
に
も
、
そ
ん
な
風
に
日

常
を
楽
し
ん
で
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。
幼
い
頃
、

一
つ
年
上
の
兄
と
電

車
に
乗
る
と
き
は
、
切

符
に
印
字
さ
れ
た
四

桁
の
数
字
の
順
序
を

変
え
ず
、
四
則
演
算
を

組
み
合
わ
せ
て
「
10
」

を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
そ
れ
が

「
１
２
３
４
」
な
ら

１
＋
２
＋
３
＋
４
＝

10
と
簡
単
で
す
が
、

「
８
９
１
１
」
の
よ
う

な
難
問
に
な
る
と
二

人
で
頭
を
ひ
ね
り
、
目

的
地
ま
で
の
た
だ
の

移
動
は
、
ス
リ
ル
に
満

ち
た
冒
険
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
駅
名
を
逆
か
ら
読

ん
で
、
そ
の
お
か
し
な
響
き

に
笑
っ
た
り
、
夜
、
布
団
に

入
っ
て
か
ら
は
眠
り
に
つ
く

ま
で
「
２
を
２
倍
し
て
い
く

数
」
を
交
互
に
言
い

合
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
２
、４
、８
、
16

…
…
と
数
字
が
巨
大

化
し
、
限
界
に
挑
む

そ
の
時
間
は
、
家
に

ゲ
ー
ム
機
が
な
く
て

も
十
分
に
刺
激
的
で

し
た
。

　

と
き
に
は
「
両

親
は
実
は
宇
宙
人

で
、
自
分
が
ト
イ
レ

に
入
っ
て
い
る
間
に

母
船
と
通
信
し
て
い

る
」
と
思
い
込
み
、

ド
ア
を
少
し
だ
け
開

け
て
正
体
を
確
認
し

よ
う
と
し
た
こ
と
さ

え
あ
り
ま
す
。

　

現
代
の
私
た
ち
は
、
つ
い

「
こ
こ
で
は
な
い
ど
こ
か
」

に
理
想
の
幸
福
が
あ
る
と
考

え
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
近

所
の
公
園
や
毎
日
乗
る
電
車

の
中
に
面
白
さ
を
見
出
せ
な

け
れ
ば
、
南
の
島
の
ビ
ー
チ

へ
行
っ
た
と
し
て
も
、
す
ぐ

に
飽
き
て
ス
マ
ホ
の
画
面
を

眺
め
、
ま
た
次
の
刺
激
を
探

し
始
め
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
幸
せ
に
対
す
る
感
度
を

磨
く
場
所
は
、
遠
い
異
国
で

は
な
く
、
今
こ
こ
に
あ
る
日

常
で
す
。
切
符
の
数
字
に
熱

中
し
た
あ
の
頃
の
よ
う
に
日

常
を
面
白
が
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
世
界
中
の
ど
こ
に
い

て
も
、
そ
こ
は
最
高
の
遊
び

場
に
な
り
ま
す
。
大
学
教
員

と
し
て
研
究
で
き
る
幸
運
に

感
謝
し
、
私
は
今
で
も
、
子

供
の
よ
う
な
発
想
を
研
究
に

持
ち
込
み
、
日
常
を
冒
険
に

変
え
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

「今、ここ」を遊び場に変える力

工
学
部
教
授前

ま
え

田だ

秀ひ
で

基き

トピックストピックス
8282

青少年科学館UDトイレ改修提案
工学部建築学科

発表会に参加した札幌市職員の皆さまと

11
月
19
日
本
学
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

お
い
て
、
工
学
部
建
築
学
科
石
橋
研
究

室
の
ゼ
ミ
生
を
中
心
と
し
た
学
生
に
よ

る
「
札
幌
市
青
少
年
科
学
館
ト
イ
レ
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
改
修
計
画
案
の

発
表
会
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
８
月
に
札
幌
市
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
推
進
室
に
よ
る
出
前
講
座
「
札

幌
市
が
目
指
す
共
生
社
会
と
は
？
」
を

契
機
と
し
札
幌
市
が
進
め
る
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
」
と
、
本
学
に

お
け
る
「
実
践
的
な
学
び
」
を
融
合
さ

せ
た
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し

て
実
施
し
た
。
９
月
に
は
設
計
条
件
や

注
意
点
に
関
す
る
説
明
会
、
図
面
等
に

よ
る
書
面
調
査
に
参
加
し
、
10
月
に
は

現
地
で
の
実
測
調
査
を
行
い
、
課
題
抽

出
、
設
計
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
、
発

表
会
当
日
は
全
４
班
か
ら
様
々
な
建
築

設
備
の
制
約
も
考
慮
し
て
現
実
的
な
計

画
案
の
提
案
に
至
っ
た
。

　

主
な
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
取
り
入
れ

た
設
計
に
よ
る
「
使
え
る
人
の
増
加
」、

動
線
と
環
境
整
備
に
よ
る
「
使
い
や
す

さ
の
向
上
」、
科
学
館
ら
し
い
空
間
演
出

に
よ
る
「
楽
し
さ
の
付
加
」
と
な
っ
た
。

札
幌
市
職
員
か
ら
は
実
務
的
な
視
点
か

ら
質
問
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
送
ら
れ
、
普

段
の
講
義
演
習
で
は
得
ら
れ
な
い
と
て

も
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

（
出
典
：
札
幌
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

大
学
生
に
よ
る「
ま
ち
づ
く
り
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
報
告
会
実
施

札
幌
市
・
本
学
・
北
海
商
科
大
学
包
括
連
携
協
定

　

２
月
10
月
、
札
幌
市
役
所
市
長
会
議
室

に
て
、
大
学
生
に
よ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
報
告
会
が
実
施
さ

れ
た
。
こ
れ
は
一
昨
年
９
月
、
札
幌
市
・

本
学
・
北
海
商
科
大
学
で
締
結
し
た
包
括

連
携
協
定
に
基
づ
く
取
り
組
み
の
一
つ
と

な
る
。

　

は
じ
め
に
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
課

題
チ
ー
ム
」
が
、
札
幌
を
魅
力
的
な
都
市

に
す
る
た
め
の
「
拾
っ
て
分
け
て
ス
マ
イ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
表
。
観
光
客
や

市
民
が
出
し
た
ゴ
ミ
を
、
体
験
型
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
回
収
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
提
案
し

た
。

　

次
に
「
若
者
の
人
口
流
出
課
題
チ
ー
ム
」

が
、
ご
当
地
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
発
表
し
た
。

人
口
流
出
は
地
元
に
つ
い
て
の
知
識
不
足

が
一
因
と
捉
え
、
地
域
愛
着
を
高
め
る
た

め
の
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
提
案
し
た
。

　

発
表
後
に
は
質
疑
応
答
が
あ
り
、
秋
元

克
広
札
幌
市
長
、
浅
村
晋
彦
ま
ち
づ
く
り

政
策
局
長
、
玉
井
和
史
公
民
・
広
域
連
携

推
進
室
長

か
ら
質
問

や
提
案
が

あ
り
、
今

後
の
展
開

も
踏
ま
え

て
学
生
と

の
活
発
な

議
論
が
行

わ
れ
た
。

　

名
誉
教
授　

新に
い
山や
ま

一か
ず
範の
り
先

生
（
75
歳
）
が
令
和
８
年
１
月
30

日
、
元
経
営
学
部
（
教
職
課
程
）

講
師　

坂さ
か
本も
と

弘ひ
ろ
幸ゆ
き
先
生
（
84

歳
）
が
令
和
８
年
２
月
15
日
に

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
山
一
範
先
生
《
ご
経
歴
》

昭
和
49
年
北
海
道
大
学
法
学
部

法
律
学
科
卒
業
（
法
学
士
）、
昭

和
51
年
同
大
学
大
学
院
法
学
研

究
科
民
事
法
専
攻
修
士
課
程
修

了
（
法
学
修
士
）、
昭
和
54
年
同

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
、

同
年
北
海
道
大
学
法
学
部
助
手
、

昭
和
56
年
本
学
講
師
、
昭
和
58

年
助
教
授
、
平
成
２
年
教
授
（
商

法
な
ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
商
取
引

法
特
論
な
ど
担
当
）、
平
成
10
年

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
、
平

成
17
年
法
学
部
長
、
平
成
31
年

退
職
。

坂
本
弘
幸
先
生
《
ご
経
歴
》

昭
和
40
年
北
海
学
園
大
学
経
済

学
部
経
済
学
科
卒
業
、
昭
和
40

年
〜
北
海
道
立
高
校
に
て
勤
務
、

平
成
14
年
北
海
道
苫
小
牧
総
合

経
済
高
校
校
長
退
職
、
平
成
14

年
本
学
講
師
、
平
成
22
年
退
職
。

訃  

報

オーバーツーリズム課題チームと秋元市長（前列中央）

若者の人口流出課題チームと秋元市長（左から2人目）
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私
は
、
学
び
を
止
め
な
い
こ
と
こ
そ
が
教
育

者
の
条
件
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
実
務
の
世
界

か
ら
本
学
に
飛
び
込
ん
だ
１
９
８
８
年
当
時
、

大
学
の
英
語
教
育
は
ま
だ
読
解
が
中
心
で
し

た
。
そ
の
中
で
、
英
語
を
単
な
る
知
識
で
は
な

く
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
」
と
し

て
捉
え
、
学
生
と
一
緒
に
そ
の
可
能
性
を
模
索

す
る
こ
と
か
ら
私
の
歩
み
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
英
語
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
、
学
外
の
現
場

で
得
た
「
多
文
化
の
渦
中
で
、
共
に
知
を
編
み

上
げ
る
」
実
践
の
知
恵
を
、
学
生
た
ち
に
還
元

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
若
者
と

共
に
悩
み
、
考
え
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
私
自
身
の

学
び
の
原
動
力
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
探
求

の
区
切
り
と
し
て
、
今
年
よ
う
や
く
博
士
論
文

を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
身
の
好
奇
心
を
自
由
に
追
求
し
、
そ
の
ワ

ク
ワ
ク
を
共
有
で
き
た
38
年
間
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
す
。
今
後
は
、
新
た
な
実
践
の
場
を
社
会

に
具
現
化
し
、
学
び
を
広
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
55
年
津
田
塾
大
学
学
芸
学
部

英
文
学
科
卒
業
、
昭
和
55
年Beckm

an 
Instrum

ents Co., Ltd.

、
昭
和
57
年

Sim
ul International Co., Ltd.

、

昭
和
59
年
札
幌IAY

（International 
Academ

y for Youth

）、
昭
和
60
年
Ｅ

Ｃ
英
会
話
（English Circles

）、
昭
和

63
年
本
学
教
養
部
講
師
、
平
成
８
年
同
助
教
授
、

平
成
９
年School for International 

Training, Brattleboro, Verm
ont, 

USA

修
了
（
教
授
法
修
士
）、
平
成
10
年
共

通
教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
、
平
成
13
年

経
済
学
部
助
教
授
、
平
成
14
年
経
済
学
部
教
授
、

平
成
15
年
経
営
学
部
教
授
（
英
語
、
異
文

化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
担
当
）
、

令
和
８
年Institute of Education, 

University College London, U
K

修
了
（
教
育
学
博
士
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
辞
典
』、
論
文
：「A case study of an 

international exchange program
m
e

in Japan: A pilot study.

」、「M
aking 

sense of being a global citizen: 
Participants’ understandings 
and relational learning in the 
SW

Y program
m
e

」

永
遠
の
学
び
手
と
し
て
、

次
の
フ
ィ
ー
ル
ド
へ

経営学部教授

石
いし

井
い

晴
はる

子
こ

　

人
文
学
部
が
開
設
さ
れ
る
前
年
の
平
成
４
年

に
教
養
部
の
英
語
教
員
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。
そ
れ
ほ
ど
昔
の
こ
と
と
は
思
え
ま
せ
ん
が
、

改
め
て
振
り
返
る
と
、
34
年
間
に
わ
た
り
本
学

で
過
ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
、

モ
デ
ム
を
使
っ
て
よ
う
や
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
で
、
携
帯
電

話
も
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
時
代
で
し
た
。

　

英
語
に
限
ら
ず
、
言
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
道
具
で
す
。
道
具
で
あ
る
以
上
、
何

ら
か
の
仕
組
み
を
備
え
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ

こ
で
、
人
文
学
部
に
異
動
し
て
か
ら
は
、
英
語

と
い
う
言
語
を
分
解
し
、
そ
の
仕
組
み
を
探
る

「
英
語
学
」（
言
語
学
の
一
分
野
）
を
教
え
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
せ
っ
か
く
入
学
し

た
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
大
学
で
す
か
ら
、

そ
の
資
源
（
教
員
も
含
み
ま
す
）
を
最
大
限
に

活
用
し
、
知
的
体
力
を
鍛
え
て
社
会
へ
羽
ば
た

い
て
い
か
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

【
略
歴
】
昭
和
58
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
英
米
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
（
文
学

修
士
）、
昭
和
62
年
北
海
道
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
英
米
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
単
位
取

得
満
期
退
学
、
昭
和
62
年
東
日
本
学
園
大
学
教

養
部
講
師
（
現
北
海
道
医
療
大
学
）、
昭
和
63

年
釧
路
公
立
大
学
経
済
学
部
講
師
、
平
成
４
年

本
学
教
養
部
助
教
授
、
平
成
10
年
人
文
学
部
助

教
授
、
平
成
15
年
人
文
学
部
教
授
（
英
語
学
概

論
Ⅰ
な
ど
担
当
）、
平
成
23
年
大
学
院
文
学
研

究
科
修
士
課
程
担
当
（
英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

な
ど
担
当
）、
平
成
27
年
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
（
後
期
）
課
程
担
当
（
欧
米
言
語
・
思
想

文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
な
ど
担
当
）、
平

成
28
年
人
文
学
部
長
（
平
成
31
年
３
月
ま
で
）、

令
和
２
年
文
学
研
究
科
長
（
令
和
５
年
３
月
ま

で
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：『
言
葉
の
窓
か
ら
見
え
る
風
景
―
英
語

を
手
が
か
り
に
言
葉
の
世
界
を
探
る
―
』、
論

文
：「
語
の
派
生
と
内
部
構
造
に
つ
い
て
―

coeducation

の
派
生
と
逆
形
成
の
観
点
か

ら
―
」、「
イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
の
法
則
に
関
す
る

覚
え
書
き
―spinach

の
発
音
は[spínitʃ]

か[spínidʒ]

か
―
」

知
的
体
力
を
養
い
生
き
抜
く
力
を

人文学部教授

上
うえ

野
の

誠
せい

治
じ

　

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
工
学
部
教
職

員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
ご
厚
意
を
戴

い
た
す
べ
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
こ
の
31
年
間
、
多
く
の
「
仕
事
」
を

こ
な
す
日
々
の
連
続
で
し
た
。
特
に
思
い
出
さ

れ
る
の
は
、
初
め
て
セ
ン
タ
ー
試
験
（
今
の
共

通
テ
ス
ト
）
を
実
施
し
た
当
時
の
入
試
業
務
や

最
初
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
申
請
、
ま
た
、
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
中
に
学
生
実
験
を
実
施
し
た
こ
と

で
、
ど
の
場
合
も
「
厳
し
い
与
条
件
下
で
最
善

策
を
探
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

一
方
、
学
会
活
動
や
受
託
研
究
、
国
際
学
会
へ

の
出
席
に
お
い
て
は
、
そ
の
活
動
を
受
け
入
れ

て
支
援
し
て
く
れ
る
環
境
が
大
学
に
あ
っ
た
こ

と
に
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
大
学

は
、
入
学
者
確
保
に
お
い
て
戦
国
時
代
に
入
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
強
み
を
持
つ
本
学

こ
そ
地
域
社
会
の
核
と
な
る
べ
く
、
改
革
を
躊

躇
せ
ず
「
選
ば
れ
る
大
学
」
と
な
る
こ
と
を
切

に
望
み
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
56
年
北
海
道
大
学
工
学
部
土
木

工
学
科
卒
業
、
昭
和
56
年
北
海
道
大
学
工
学
部

土
木
工
学
科
助
手
、
昭
和
59
年
戸
田
建
設
株
式

会
社
技
術
研
究
所
、
昭
和
62
年
苫
小
牧
工
業
高

等
専
門
学
校
土
木
工
学
科
助
手
、
平
成
６
年
本

学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
11
年
同
教
授
（
土

質
工
学
な
ど
担
当
）、
平
成
12
年
工
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
（
土
質
工
学
特
論
な
ど
担
当
）、

平
成
15
年
博
士
（
工
学
）（
北
海
道
大
学
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

著
書
：
共
著
『
寒
冷
地
地
盤
工
学
』、
論
文
：

「
粘
性
土
の
軸
対
称
三
軸
応
力
下
に
お
け
る

凍
結
・
融
解
履
歴
に
つ
い
て
」、「Lateral 

deform
ation of freezing clay 

under triaxial stress condition 
using laser-m

easuring device

」

改
革
を
躊
躇
せ
ず

「
選
ば
れ
る
大
学
」へ

工学部教授

小
お

野
の

丘
たかし

退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
入
職
し
、
こ
の

度
、
定
年
と
な
り
ま
す
。
大
学
職
員
と
し
て
工

学
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５
つ
の
部
署
を
経
験

し
た
後
、
工
学
部
に
戻
り
ま
し
た
。
不
思
議
な

縁
を
感
じ
ま
す
。

　

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
に
共
通
教
育
・
研

究
セ
ン
タ
ー
（
現
教
務
セ
ン
タ
ー
）
に
異
動
し
、

朝
９
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
の
勤
務
が
続
き
ま
し

た
。
い
つ
も
居
る
か
ら
と
「
備
品
」
と
揶
揄
さ

れ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
で
し
た
ね
。

そ
ん
な
中
で
も
、
古
巣
の
工
学
部
の
学
校
祭
に

押
し
掛
け
、
羊
の
丸
焼
き
を
し
た
の
は
い
い
思

い
出
で
す
。
ま
た
、
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
の
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

２
度
参
加
で
き
た
の
は
学
校
と
い
う
職
場
環
境

だ
っ
た
か
ら
、
と
考
え
る
と
ま
ん
ざ
ら
で
も
な

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

定
年
ま
で
あ
と
１
年
と
数
か
月
と
い
う
時
期

に
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
留
意
さ

れ
、
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
63
年
北
海
学
園
大
学
工
学
部
書

記
、
平
成
５
年
工
学
部
主
任
、
平
成
13
年
共
通

教
育
・
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
、
平
成
21
年
経
営

学
部
係
長
、
平
成
23
年
人
文
学
部
事
務
長
、
平

成
26
年
開
発
研
究
所
事
務
長
、
平
成
30
年
人
文

学
部
事
務
長
、
令
和
５
年
工
学
部
事
務
長

在
職
を
振
り
返
っ
て 工学部事務長

楠
くすのき

智
とも

裕
ひろ

　

１
９
９
３
年
（
平
成
５
）
年
に
本
学
を
卒
業

し
工
学
部
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
33
年
間

母
校
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
有
難
い
こ

と
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

最
初
に
勤
務
し
た
頃
は
ア
ナ
ロ
グ
が
主
流

で
、
電
算
機
と
い
え
ば
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

が
各
部
署
に
一
台
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
る
だ
け

で
し
た
。
学
生
の
在
籍
は
学
生
氏
名
印
と
よ
ば

れ
る
ゴ
ム
印
と
手
書
き
の
異
動
記
録
簿
、
学
生

カ
ー
ド
、
学
籍
簿
で
管
理
し
、
成
績
も
優
、
良
、

可
、
不
可
の
ゴ
ム
印
を
そ
れ
ぞ
れ
指
に
挟
み
、

採
点
表
を
見
な
が
ら
集
計
表
や
学
籍
簿
、
成
績

証
明
書
に
転
記
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
パ
ソ

コ
ン
の
導
入
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
、
学

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、
学
事
シ
ス
テ
ム
導
入
と
一

気
に
時
代
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
感
が
あ
り
ま

す
。
今
後
は
、
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
本
学
が
変

化
し
て
い
く
の
か
を
期
待
し
、
外
部
か
ら
眺
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
拙
い
仕
事
ぶ
り
の
私
に
、
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
い
た
諸
先
輩
方
、
そ
し
て
日
々

支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

【
略
歴
】
平
成
５
年
北
海
学
園
大
学
工
学
部
書

記
、
平
成
11
年
同
主
任
、
平
成
14
年
法
学
部
主

任
、
平
成
22
年
図
書
館
係
長
、
平
成
29
年
図
書

館
事
務
長
心
得
、
平
成
31
年
図
書
館
事
務
長
、

令
和
４
年
開
発
研
究
所
事
務
長

33
年
間
の
学
園
の
思
い
出

開発研究所事務長

川
かわ

田
た

裕
ひろ

之
ゆき

教
育
研
究
、
大
学
運
営
な
ど
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
教
職
員
の
方
々
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ポジティブな感情の意義とは／
　　　　21世紀の心理学

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、

心
理
学
の
分
野
で
は
新
し
い
研

究
の
流
れ
が
広
が
っ
て
き
た
。

人
間
の
こ
こ
ろ
の
働
き
を
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
側
面
か
ら
の
み
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
幸
福
感
や
満

足
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側

面
に
も
注
目
し
、
そ
の
機
能
や

意
義
を
科
学
的
に
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
研
究
は
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
と
総
称
さ
れ
て
い

る
。

　

従
来
の
心
理
学
は
、
不
安
、

恐
怖
、
抑
う
つ
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
、
人
間

の
不
適
応
や
問
題
行

動
を
主
な
研
究
対
象

と
し
て
き
た
。
感
情

の
研
究
に
お
い
て
も
、

負
の
感
情
が
危
険
回

避
や
生
存
に
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
は
多

く
の
知
見
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
一
方
で
、
喜

び
や
幸
福
感
、
興
味
、

感
謝
と
い
っ
た
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
情
が
ど

の
よ
う
な
機
能
を
も

つ
か
に
つ
い
て
は
、
十

分
な
検
討
が
行
わ
れ

て
こ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
近
年
で
は
、
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
感
情
の
機
能
に
関

す
る
実
証
的
研
究
が
数
多
く

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
代
表
的
な
理
論
の

一
つ
が
、
フ
レ
ド
リ
ク
ソ
ン

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ

た
「
拡
張
―
形
成
理

論（broaden-and-
build theory

）」

で
あ
る
。
こ
の
理
論
で

は
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
感

情
は
、
恐
怖
や
不
安
の

よ
う
に
視
野
を
狭
め
、

行
動
を
限
定
す
る
の

で
は
な
く
、
思
考
や
行

動
の
幅
を
一
時
的
に

「
拡
張
」
す
る
働
き
を

も
つ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
喜

び
や
興
味
を
感
じ
て

い
る
と
、
私
た
ち
の
視

野
は
広
が
り
、
思
考
は

よ
り
柔
軟
に
な
り
、
新

し
い
行
動
や
対
人
関
係
に
積
極

的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
こ
の
よ
う
に
拡
張
さ
れ
た

思
考
や
行
動
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
で
、
知
識
、
対
人
関
係
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
っ
た
個
人

の
資
源
が
長
期
的
に
「
形
成
」

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

フ
レ
ド
リ
ク
ソ
ン
が
行
っ
た
調

査
で
は
、
日
常
的
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
感
情
を
多
く
経
験
し
て
い

る
人
ほ
ど
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
の

回
復
が
早
く
、
心
身
の
健
康
が

維
持
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
感
情
は
単
な
る
「
気
分
の
良

さ
」
に
と
ど
ま
ら
ず
、
私
た
ち

の
成
長
や
適
応
を
支
え
る
重

要
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
大
学
で
自
分
の
興

味
や
関
心
を
大
切
に
し
、
好
き

な
こ
と
に
主
体
的
に
取
り
組
む

経
験
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
自

分
を
支
え
て
く
れ
る
資
源
の
形

成
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

経営学部教授

増
ます

地
ち

 あゆみ

　

こ
こ
北
海
学
園
大
学
は
、
道

内
で
も
有
数
の
公
務
員
輩
出
校

と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。
多
く

の
卒
業
生
が
国
や
自
治
体
の
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
は
本

学
の
大
き

な
誇
り
で

あ
る
。
し

か
し
近
年
、

そ
の
風
向

き
に
変
化

が
み
ら
れ

る
。
私
の

ゼ
ミ
で
も
民
間
企
業
を
志
望
す

る
学
生
が
多
数
派
と
な
っ
て
い

る
。

　

こ
の
傾
向
は
本
学
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
全
国
的
に
も
公

務
員
試
験
の
競
争
倍
率
は
低
下

し
て
い
る
。
特
に
土
木
な
ど
の

技
術
職
や
、
保
健
師
の
よ
う
な

専
門
職
で
は
、
募
集
を
し
て
も

応
募
が
な
い
と
い
う
事
態
す
ら

珍
し
く
な
い
。
こ
れ
か
ら
公
務

員
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
は

あ
る
意
味
で
好
機
か
も
し
れ
な

い
が
、
現
場
で
は
危
機
感
が
強

ま
っ
て
い
る
。

　

国
や
自
治
体
も
対
策
を
進
め

て
い
る
。
た
と
え
ば
民
間
企
業

の
選
考
で
利
用
さ
れ
る
Ｓ
Ｐ
Ｉ

の
導
入
や
、
働
き
方
改
革
を
通

じ
た
職
場
環
境
の
改
善
で
あ
る
。

な
か
に
は
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
功
を
奏
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
し
か
し
、
昨
今
の
人
手

不
足
の
根
本
的
な
原
因
は
、
社

会
全
体
の
人
口
減
少
に
あ
る
。

民
間
企
業
で
も
人
手
不
足
に
よ

る
倒
産
が
増
え
て
い
る
。
官
民

を
問
わ
ず
働
き
手
を
取
り
合
う

時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
小
手
先
の
対
応

だ
け
で
は
早
晩
限
界
が
訪
れ

る
。
こ
れ
ま
で
行
政
の
課
題

は
、
国
や
自
治
体
の
財
政
破
綻

な
ど
、
主
に
財
政
面
の
問
題
に

注
目
し
て
語
ら
れ
て
き
た
。
だ

が
今
後
は
、
仮
に
財
源
が
あ
っ

て
も
人
が
足
り
ず
、
行
政
が
機

能
不
全
に
陥
る
と
い
う
事
態
も

現
実
味
を
帯
び
て
く
る
。
最
近

で
は
中
途
採
用
に
軸
足
を
移
す

自
治
体
も
現
れ
て
お
り
、
新
卒

一
括
採
用
と
終
身
雇
用
を
前
提

と
し
た
日
本
型
雇
用
の
見
直
し

が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
学

生
に
と
っ
て
逆
風
と
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

　

人
が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
事

実
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
の
仕

事
や
働
き
方
に
対
す
る
社
会
の

評
価
を
映
し
出
し
て
い
る
。
人

が
十
分
に
い
る
こ

と
を
前
提
に
築
か

れ
て
き
た
制
度
や

慣
行
は
、
今
後
厳
し
い
試
練
に

さ
ら
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

危
機
で
あ
る
と
同
時
に
、
行
政

の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
問
い
直

す
機
会
で
も
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
行
政
の
未
来
を
描
く
の
か
。

こ
れ
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可

能
性
そ
の
も
の
を
左
右
す
る
問

題
で
あ
る
。

人
手
不
足
が
問
い
か
け
る
行
政
の
未
来

法
学
部
講
師田た

井い

浩ひ
ろ

人と

《プロフィール》1936 年樺太生まれ。元北嶺中・高等学
校教諭。北海道美術協会（道展）会員。1967 年道展ホク
レン賞 ｢くるま｣、1969 年道展市教育長賞 ｢石狩早春｣、
1971 年道展会友賞 ｢かにのある静物｣、1979 年一水会展
石井奨励賞 ｢早春の石狩｣ など。
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校
舎
３
号
館
１
階
事
務
室
向
展
示
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法
学
部
は
10
月
30
日
、
第
65

回
法
学
部
カ
フ
ェ
を
教
育
会
館

Ａ
Ｖ
４
教
室
に
お
い
て
開
催
し

た
。
聞
き
手
は
弁
護
士
で
も
あ
る

法
学
部
の
淺
野
高
宏

教
授
が
務
め
た
。
札

幌
地
方
裁
判
所
の
裁

判
官
・
書
記
官
で
あ

る
４
名
を
お
迎
え
し
、

「
裁
判
所
の
仕
事
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
行
っ
た
。

　

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
裁
判
所
に
対
し

て
厳
格
、
威
圧
感
が

あ
る
と
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
が

多
か
っ
た
と
い
う
。

は
じ
め
に
講
師
の
紹

介
が
あ
り
、
裁
判
官
や
書
記
官

の
一
日
の
仕
事
の
流
れ
な
ど
を

話
し
た
あ
と
、
民
事
と
刑
事
そ

れ
ぞ
れ
の
裁
判
の
流
れ
や
作
成

書
類
、
用
語
な
ど
に
つ
い
て
具

体
例
を
挙
げ
な
が
ら
丁
寧
に
解

説
さ
れ
た
。

　

後
半
で
は
、
事
前
に
参
加
者

か
ら
投
稿
さ
れ
た
質
問
を
も
と

に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
裁
判
官
・
書
記
官
に
な
っ

た
経
緯
や
志
望
の
動
機
、
法
律

の
知
識
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い

て
講
師
陣
が
回
答
。
研
修
制
度

が
充
実
し
て
い
る
こ
と
や
、
多

忙
な
が
ら
働
き
方
に
柔
軟
性
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
仕
事
の
魅
力

や
や
り
が
い
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
た
。

第
65
回
法
学
部
カ
フ
ェ

裁判所の日常や仕事の魅力を紹介

多くの聴講者が熱心に聞き入っていた

　

明
治
期
に
ア
イ
ヌ
コ
ー
カ
ソ
イ
ド

説
が
浸
透
し
、
ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
強

い
関
心
か
ら
欧
米
の
博
物
館
に
ア
イ

ヌ
民
俗
文
化
財
（
以
下
ア
イ
ヌ
資
料

と
表
記
）
が
多
数
収
集
・
保
管
さ
れ

て
い
る
。日
本
を
除
く
そ
の
総
数
は
、

約
１
万
５
千
点
で
あ
る
。
国
内
の
ア

イ
ヌ
資
料
は
古
美
術
商
か
ら
購
入

し
、
製
作
者
・
制
作
年
代
・
製
作
地

な
ど
の
基
本
情
報
が
欠
落
し
て
い
る

も
の
が
多
い
の
に
対
し
、
欧
米
の
資

料
に
は
そ
う
し
た
情
報
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
収
集
者
が
研
究
者
で
あ
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
。
ア
イ
ヌ
資
料

が
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
収
集
さ

れ
た
の
か
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
形
成

過
程
を
究
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

２
０
２
４
年
に
ド
イ
ツ
で
有
数
の
ア

イ
ヌ
資
料
を
所
有
し
て
い
る
２
つ
の

博
物
館
を
調
査
し
た
。
ラ
イ
プ
ツ
ィ

ヒ
市
中
心
部
に
あ
る
ア
ー
ル
・
デ
コ

様
式
の
美
し
い
グ
ラ
ッ
シ
ィ
民
族
学

博
物
館
に
は
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ

た
膨
大
な
資
料
が
存
在
す
る
（
写
真

１
）。
ア
イ
ヌ
文
化
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
は
貴
重
な
工
芸
品
の
数
々
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
目
を
引
く

の
は
儀
礼
で
使
用
さ
れ
る
祭
具
の
イ

ク
パ
ス
イ
で
あ
る
。
人
間
の
祈
り
詞

を
カ
ム
イ
へ
送
り
届
け
る
際
に
、
そ

れ
を
補
い
つ
つ
正
確
に
伝
え
る
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ

資
料
の
総
数
は
７
１
８
点
で
あ
り
、

19
世
紀
末
か
ら
樺
太
で
ア
イ
ヌ
や

ニ
ブ
フ
文
化
の
研
究
に
従
事
し
た
ブ

ロ
ニ
ス
ワ
フ
・
ピ
ウ
ス
ツ
キ
や
京

都
療
病
院
で
指
導
に
あ
た
っ
た
ボ
ー

ト
・
シ
ョ
イ
ベ
に
よ
る
北
海
道
の
収

集
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館

は
、
ム
ゼ
ウ
ム
ス
イ
ン
ゼ
ル
（
博
物

館
島
）
の
一
角
に
位
置
す
る
フ
ン
ボ

ル
ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
い
う
巨
大
な

複
合
文
化
施
設
の
３
階
に
あ
る
。
ア

イ
ヌ
資
料
の
総
数
は
７
８
３
点
で
あ

り
、
そ
の
大
半
は
北
海
道
ア
イ
ヌ
に

か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。
収
集
に
は

多
く
の
人
物
が
関
与
し
て
い
る
が
、

１
８
７
３
年
に
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
に
「
開
拓
使
」
が
収

集
し
て
出
品
し
た
北
海
道
ア
イ
ヌ
の

資
料
が
そ
の
ま
ま
現
地
に
と
ど
ま

り
、
ベ
ル
リ
ン
民
族
学
博
物
館
の
所

蔵
品
に
な
っ
た
と
い
う
一
風
変
わ
っ

た
収
集
経
緯
も
あ
る
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
北
米
、
オ
セ

ア
ニ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
先
住
民
族
の

膨
大
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
体
系
的
に

展
示
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）。
海

外
の
植
民
地
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
地

域
で
収
集
さ
れ
た
先
住
民
資
料
が
、

現
代
の
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
ど
の
よ
う

な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
博
物
館
の
当
面
の
社
会
的

使
命
は
、
植
民
地
主
義
の
清
算
で
あ

る
。
ド
イ
ツ
国
内
で
定
着
し
た
先
住

民
族
に
対
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
除
く
努
力
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
世
界
の
先
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働
に
よ
り
、
現

代
の
先
住
民
世
代
が
収
蔵
資
料
を
も

と
に
文
化
の
継
承
を
実
践
し
、
新
た

な
文
化
を
創
造
し
、
ド
イ
ツ
国
内
で

そ
の
成
果
を
周
知
す
る
と
い
う
取
り

組
み
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
う

し
た
活
動
に
は
、
近
年
原
産
地
か

ら
欧
米
の
著
名
博
物
館
に
向
け
ら

れ
た
「
リ
ペ
イ
ト
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

（repatriation

）」
と
称
さ
れ
る

資
料
返
還
運
動
が
影
響
を
与
え
て
い

る
。
２
０
２
４
年
６
月
に
は
、
ケ
ル

ン
市
立
ラ
ウ
テ
ン
シ
ュ
ト
ラ
ウ
フ
・

ヨ
ー
ス
ト
博
物
館
が
、
樺
太
ア
イ
ヌ

の
子
ど
も
が
前
髪
に
つ
け
て
い
た
装

飾
品
「
ホ
ホ
チ
リ
」
を
国
立
ア
イ
ヌ

民
族
博
物
館
（
白
老
町
）
に
寄
託
し

た
こ
と
が
日
独
の
博
物
館
関
係
者
の

間
で
話
題
に
な
っ
た
。
返
還
で
は
な

い
も
の
の
、
信
頼
関
係
を
前
提
と
し

た
「
寄
託
」
と
い
う
新
た
な
制
度
を

築
い
た
。
一
国
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ

な
い
国
際
的
な
連
携
に
も
と
づ
く
資

料
の
活
用
法
が
今
後
ま
す
ま
す
存
在

感
を
増
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
そ

の
動
き
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

先
住
民
資
料
を
収
蔵
す
る
今
日
的
意
義
と
は

１
９
６
１
年
北
海
道
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
博
士（
文

学
）。
北
海
道
開
拓
記
念
館
（
現
北
海
道
博
物
館
）
学
芸
員
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
９
年
か
ら

北
海
学
園
大
学
人
文
学
部
准
教
授
、
２
０
１
１
年
か
ら
同
教
授
（
現
職
）。
国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
「
買
取
評
価
員
」・「
寄
贈
評
価
員
」、
小
樽
市
総
合
博
物
館
「
協
議
会
委
員
」、
北
海

道
立
北
方
民
族
博
物
館
「
資
料
収
集
評
価
委
員
」
を
併
任
。
著
書
に
２
０
１
８
年
『
ア
イ
ヌ

文
化
と
森
』
風
土
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
（
共
編
著
）、
２
０
２
２
年
『
ア
イ
ヌ
文
化
史
辞
典
』
吉

川
弘
文
館
（
共
編
著
）
な
ど
。
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欧州の博物館に所蔵されている
アイヌコレクションの特徴

研究
課題

人文学部教授  手
て

塚
づか

薫
かおる

ベルリン民族学博物館の展示
ギャラリー（写真２）

グラッシィ民族学博物館の
正面（写真１）

　

昨
年
11
月
22
日
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
『
所
さ
ん
！
事
件
で
す
よ
』

に
ゲ
ス
ト
出
演
し
ま
し
た
。
同
番

組
は
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
の
要
素
を
持

ち
な
が
ら
社
会
問
題
を
扱
う
報
道

番
組
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
高

級
マ
グ
ロ
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
!?

マ
グ
ロ
最
新
事
情
」
で
あ
り
、
専
門

家
と
し
て
問
題
点
の
解
説
を
行
い

ま
し
た
。
近
年
、
日
本
近
海
で
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
資
源
量
が
急
増
し
て

お
り
、
全
国
各
地
の
定
置
網
に
大

量
に
入
網
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

国
際
規
制
に
よ
っ
て
水
揚
げ
で
き

る
量
に
は
厳
し
い
上
限
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
入
網
し

た
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
海
に
戻
さ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
が
、
適
切
に
放
流
し

な
け
れ
ば
、
泳
ぎ
続
け
る
必
要
の

あ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
網
に
衝
突
し

た
り
、
遊
泳
を
妨
げ
ら
れ
た
り
し

て
斃
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。
結
果

と
し
て
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
だ
け
で
な

く
、
網
に
入
っ
た
魚
を
す
べ
て
逃

が
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と
な
り
、

漁
業
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
損
害

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
際
規

制
が
緩
和
さ
れ
る
見
通
し
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
本
問
題
に
つ
い
て

は
、
何
年
も
前
か
ら
報
道
機
関
が

取
り
上
げ
て
お
り
、
２
０
２
３
年

11
月
14
日
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ『
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
現
代
』
で
も
、
ス
タ
ジ

オ
に
て
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

（
経
済
学
部
教
授
・
濱
田
武
士
）

経
済
学
部
濱は

ま

田だ

武た
け

士し

教
授

Ｎ
Ｈ
Ｋ『
所
さ
ん
！
事
件
で
す
よ
』に
出
演

NHK総合『所さん！事件ですよ』に出演した
経済学部 濱田武士教授

第
１
回
「
本
の
交
換
会
（
ば
く
り
っ
こ
）」
開
催

図
書
館
企
画

「本の交換会（ばくりっこ）」ポスター

　

昨
年
11
月
、
附
属
図
書
館
で

初
め
て
の
「
本
の
交
換
会
（
ば

く
り
っ
こ
）」
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
１
冊
に
つ
き
、
他
の
人
が
持
っ

て
き
た
新
た
な
１
冊
と
交
換
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
図
書
館
を

よ
く
利
用
す
る
卒
業
生
か
ら
の

提
案
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
他

大
学
の
附
属
図
書
館
や
札
幌
市

区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
も
実
施

さ
れ
、
好
評
と
い
う
こ
と
か
ら
、

読
書
の
秋
に
合
わ
せ
て
開
催
し

た
次
第
で
す
。

　

本
の
受
付
期
間
は
10
月
20
日

〜
11
月
10
日
で
、
読
み
終
わ
っ

た
け
れ
ど
も
捨
て
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
、
そ
ん
な
専
門
書
や
教

科
書
、
実
用
書
、
小
説
、
文
庫

本
な
ど
を
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

に
持
参
し
て
も
ら
う
よ
う
呼
び

掛
け
ま
し
た
。
１
冊
に
つ
き
「
交

換
券
」
１
枚
を
お
渡
し
し
た
と
こ

ろ
（
最
大
５
枚
ま
で
）、
複
数
冊

お
持
ち
く
だ
さ
っ
た
方
が
多
く
、

図
書
館
利
用
者
の
日
ご
ろ
の
読

書
習
慣
も
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
学
生
や
院
生
、

そ
し
て
教
職
員
か
ら
１
１
３
冊

を
受
け
付
け
、
交
換
期
間
の
11

月
４
日
〜
11
日
の
間
に
65
冊
が

交
換
さ
れ
ま
し

た
。
残
り
の
40

数
冊
は
、
次
回

に
有
効
活
用
し

ま
す
の
で
、
来

年
度
以
降
も
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

原典に向き合う充実した日々

　

２
０
２
５
年
４
月
１

日
よ
り
９
月
14
日
ま
で

早
稲
田
大
学
に
お
い
て

国
内
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
本
研
修
の
大
き
な
目

的
は
、
図
書
館
で
の
資
料

収
集
に
あ
り
ま
し
た
。
早

稲
田
大
学
は
言
わ
ず
と
知

れ
た
大
規
模
大
学
で
、
図

書
館
に
は
約
５
９
１
万

冊
も
の
蔵
書
が
あ
り
ま
す

（
２
０
２
４
年
度
末
時
点
。

早
稲
田
大
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
に
よ
る
）。
本
学
図

書
館
の
蔵
書
は
約
82
万

冊
（
本
学
附
属
図
書
館
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
よ
る
）
で

す
か
ら
、
ま
さ
に
桁
違
い

で
す
。
近
世
の
版
本
や
古

書
、
宗
教
関
係
の
雑
誌
も

多
く
、
資
料
に
依
拠
し
て

論
述
す
る
日
本
思
想
史
の

研
究
者
と
し
て
は
理
想
的

な
環
境
で
す
。
こ
れ
ま
で

も
何
度
か
訪
問
し
て
き
ま

し
た
が
、
半
年
間
も
い
ら

れ
る
の
は
有
り
難
い
機
会

で
、
あ
れ
こ
れ
で
き
る
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
思
っ
た
よ

り
も
図
書
館
に
行
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
理
由
は
あ
の

夏
の
暑
さ
で
す
。
７

月
以
降
、
東
京
で
は

連
日
、
猛
暑
日
・
酷

暑
日
が
続
き
ま
し

た
（
最
高
気
温
は

38
・
５
度
！
）。
私

は
実
家
の
あ
る
神
奈

川
県
に
滞
在
し
て
い

ま
し
た
が
、
あ
ま

り
の
暑
さ
に
昼
間

の
移
動
は
困
難
で
、

ほ
ぼ
室
内
研
修
と

な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
（
研
修
先
の

写
真
が
な
い
の
は

そ
の
せ
い
で
す
）。

　

た
だ
し
、
研
究
成
果

は
あ
り
ま
し
た
。
外
出

で
き
な
い
の
で
、
朝
か

ら
晩
ま
で
原
典
に
向
き
合

い
、
ひ
た
す
ら
論
文
を
書

く
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

地
味
な
作
業
の
連
続
で
す

が
、
私
に
と
っ
て

は
大
学
院
以
来
の

取
り
組
み
で
、
と

て
も
楽
し
く
、
充

実
し
た
時
間
で
し

た
。
そ
れ
こ
そ
若

い
頃
は
実
力
不
足

で
そ
の
ま
ま
に
し

て
い
た
テ
ー
マ
に

取
り
組
み
、
一
定

の
成
果
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
い
つ
し
か

中
堅
と
呼
ば
れ
る

歳
と
な
り
ま
し
た

が
、
こ
こ
数
年
は

研
究
の
方
向
性
に

迷
っ
て
い
ま
し
た
。
資
料

を
じ
っ
く
り
読
み
、
考
察

す
る
こ
と
が
基
本
の
学
問

な
の
に
、
忙
し
く
て
と
て

も
取
り
組
め
な
い
、
新
し

い
テ
ー
マ
の
研
究
は
も
う

無
理
か
も
し
れ
な
い
と
も

思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
今
後
に
つ
な
が
る
研
究

の
き
っ
か
け
を
掴
め
た
の

は
幸
運
で
し
た
。

　

国
内
研
修
は
素
晴
ら
し

い
制
度
で
す
。
た
だ
札
幌

を
離
れ
ら
れ
な
い
人
も
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
学
外

に
行
か
ず
と
も
、
研
究
に

専
念
す
る
期
間
を
設
け
る

こ
と
を
検
討
し
て
も
良
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
研
修

の
門
戸
を
広
げ
、
教
員
が

自
身
の
研
究
を
深
め
る
こ

と
は
、
必
ず
や
北
海
学
園

大
学
の
力
と
な
る
は
ず
で

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た

が
、
国
内
研
修
に
快
く
送

り
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
人

文
学
部
の
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（専門：日本思想史）
人文学部教授 鈴

すず

木
き

英
ひで

之
ゆき

国内研修報告国内研修報告国内研修報告国内研修報告

　

経
済
学
部
と
法
学
部
は

10
月
25
日
、
５
号
館
50

教
室
に
て
経
済
学
部
講
演

会
と
第
64
回
法
学
部
カ

フ
ェ
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
。
弁
護
士
の
伊

藤
建
氏
を
迎
え
て
「
憲
法

訴
訟
で
社
会
を
変
え
よ
う

〜
生
活
保
護
基
準
引
き
下

げ
・
同
性
婚
を
題
材
に
〜
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

　

伊
藤
弁
護
士
は
、
憲
法

と
は
何
か
、
な
ぜ
国
家
が

必
要
な
の
か
と
い
う
観
点

か
ら
、
憲
法
の
役
割
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。
民
主
主
義
で
は
原

則
と
し
て
多
数
決
で
決

め
た
ル
ー
ル
が

有
効
で
あ
る
一

方
、
憲
法
訴
訟

は
、
多
数
決
の

結
果
を
覆
す
こ

と
も
可
能
で
あ

る
と
語
っ
た
。

　

次
に
、「
生

活
保
護
基
準
引

下
げ
訴
訟
（
通

称
：
い
の
ち
の

と
り
で
訴
訟
）」

に
つ
い
て
解
説

し
た
。
厚
労
省

の
独
自
試
算
に

よ
っ
て
、
生
活
保
護
の
支

給
額
が
２
０
１
３
年
か
ら

大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
を
め
ぐ
る
裁
判
で
、

最
高
裁
で
逆
転
勝
訴
と

な
っ
た
も
の
の
、
国
は
そ

の
判
決
を
無
視
す
る
よ
う

な
動
き
が
み
ら
れ
た
。
同

性
婚
訴
訟
で
も
同
様
の
動

き
を
さ
せ
な
い
よ
う
、
現

在
進
行
形
の
取
組
み
に
つ

い
て
も
紹
介
し
た
。

　

講
演
後
は
法
学
部
・
館

田
晶
子
教
授
、
経
済
学

部
・
鈴
木
雄
大
准
教
授
に

よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し

た
学
生
か
ら
も
複
数
の

質
問
が
あ
り
、
伊
藤
弁
護

士
も
ユ
ニ
ー
ク
に
回
答

し
た
。

経
済
学
部
講
演
会
・
第
64
回
法
学
部
カ
フ
ェ（
共
催
）

弁護士が憲法訴訟のリアルを語る

　本学では、学修成果を学生自身が振り返る機会を提供するとともに、キャリア支援
プログラムの一環としてアセスメントテスト「GPS-Academic」を実施しています。この
テストは、現代社会でとくに必要となっている問題解決力を支える「思考力」を、批判
性／協働性／創造性の３つの視点から測定し、「問題解決に向かう姿勢・態度」や「問
題解決の経験」もあわせて測るものです。
　結果は個別に分析がなされ、学生一人ひとりに「個人結果レポート」が返却されま
す。加えてフォローアップセミナーが開催され、“これからの学生生活の過ごし方”や“今
の社会で必要とされる力を今後どのように磨いていく必要があるか”などを共に考え
ていきます。
　北海学園大学は今後とも、こうしたアセスメントや各種調査を通して学生の学びの
到達度を多面的に把握し、より質の高い教育や学生支援に取り組んでまいりますので、
ご理解ご協力をお願いいたします。

アセスメントテストGPS-Academicによる問題解決力測定

弁護士の伊藤建 氏

法学部 館田晶子教授（左）と
経済学部 鈴木雄大准教授
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本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員
の

研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と
と

も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を
訪

ね
て
」。
第
二
十
二
回
は
、「
文

化
人
類
学
Ⅱ
」
な
ど
の
講
義
を

担
当
す
る
人
文
学
部
の
小
松
か

お
り
教
授
の
登
場
で
す
。

ー
ー
先
生
は
ど
ち
ら
の
ご
出
身
で

す
か
？

小
松

北
海
道
で
す
。
６
歳
ま

で
は
東
神
楽
町
、
そ
れ
か
ら
中

学
を
卒
業
す
る
ま
で
は
中
学
校

の
英
語
教
員
だ
っ
た
父
の
赴
任

先
の
剣
淵
町
で
育
ち
ま
し
た
。

ー
ー
い
つ
か
ら
将
来
は
研
究
者
に

と
お
考
え
に
な
り
ま
し
た
か
？

小
松

研
究
者
を
目
指
し
た
の

は
大
学
院
に
入
っ
て
か
ら
で
す

が
、
曽
野
綾
子
さ
ん
が
、
文
化
人

類
学
者
に
な
っ
た
息
子
さ
ん
を
モ

デ
ル
に
し
た
『
太
郎
物
語
』
を
高

校
時
代
に
読
ん
で
、
お
も
し
ろ
そ

う
だ
と
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

の
文
化
人
類
学
を
学
ぼ
う
と
北
大

の
文
学
部
行
動
科
学
科
に
進
み
ま

し
た
が
、
そ
こ
の
先
生
方
が
皆
、

自
分
の
研
究
が
大
好
き
で
、
教
育

に
は
ま
る
で
興
味
が
な
い
方
達
で

（
笑
）。
人
類
学
が
す
ご
く
お
も
し

ろ
い
ら
し
い
と
い
う
こ
と
は
わ
か

り
ま
し
た
。

ーー
そ
れ
で
大
学
院
に
。

小
松

は
い
。
私
が
大
学
を
卒

業
し
た
１
９
８
９
年
は
バ
ブ
ル

の
崩
壊
前
で
、「
未
来
は
自
分
の

手
の
中
に
あ
る
」
と
皆
が
思
っ

て
い
た
時
代
。
修
士
ま
で
行
っ
た

後
で
も
普
通
に
就
職
で
き
る
と

思
っ
て
い
た
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ

と
勉
強
し
よ
う
と
京
都
大
学
大

学
院
に
進
ん
だ
ん
で
す
。

　

所
属
し
た
の
は
、
私
の
入
学

と
同
時
に
新
設
さ
れ
た
生
態
人

類
学
の
研
究
室
で
、
ア
フ
リ
カ

研
究
者
を
育
て
る
と
こ
ろ
で
し

た
。
生
態
人
類
学
と
い
う
の
は
、

あ
る
自
然
環
境
の
中
で
の
人
間

の
生
き
様
を
考
え
る
学
問
で
す
。

こ
こ
が
、
先
生
は
た
く
さ
ん
い

る
の
に
大
学
院
生
は
私
を
含
め

て
ふ
た
り
だ
け
と
い
う
環
境
で

し
た
。

ー
ー
な
ん
て
贅
沢
な
。

小
松

ゼ
ミ
で
は
学
生
で
は
な

く
、
ア
フ
リ
カ
の
調
査
か
ら
帰
っ

て
来
た
先
生
方
が
発
表
さ
れ
た

ん
で
す
。
人
類
学
者
も
い
れ
ば

霊
長
類
学
者
、
農
学
者
も
い
る

の
で
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
色
々

な
話
が
聞
け
ま
し
た
。
発
表
の

後
は
あ
あ
で
も
な
い
、
こ
う
で

も
な
い
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
て

ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。「
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
誰
に
で

も
聞
き
に
行
き
な
さ
い
」
と
言

わ
れ
て
い
た
の
で
、
興
味
を
惹

か
れ
る
ま
ま
に
あ
っ
ち
を
齧
り

こ
っ
ち
を
齧
り
。
ア
フ
リ
カ
に

行
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

ーー
そ
し
て
ア
フ
リ
カ
に
調
査
に

行
か
れ
た
の
で
す
か
？

小
松

い
え
、
修
士
の
時
に
行
っ

た
の
は
沖
縄
で
す
。
は
じ
め
は
、

同
級
生
の
知
り
合
い
の
お
宅
に

居
候
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
那
覇
市
第
一
牧
志
公

設
市
場
の
あ
る
肉
屋
さ
ん
に
弟

子
入
り
し
て
、
手
伝
い
な
が
ら

調
査
し
ま
し
た
。

　

お
も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、「
少

し
下
さ
い
」「
た
く
さ
ん
下
さ
い
」

と
曖
昧
に
注
文
す
る
お
客
さ
ん

に
も
ご
く
自
然
に
対
応
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
お
店
の
人
は
ひ

と
り
ひ
と
り
の
お
客
さ
ん
の
家

族
構
成
か
ら
、
肉
の
好
み
の
部

位
や
必
要
な
量
ま
で
把
握
し
て

い
る
ん
で
す
ね
。
市
場
内
に
肉

屋
さ
ん
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
も
、

常
連
客
が
つ
い
て
い
て
経
営
が

成
り
立
つ
わ
け
で
す
。

ーー
ア
フ
リ
カ
で
は
ど
の
国
へ
行

き
ま
し
た
か
。

小
松

博
士
課
程
で
は
ま
ず
、

コ
ン
ゴ
に
行
き
ま
し
た
。
実
は

コ
ン
ゴ
に
は
、
コ
ン
ゴ
民
主
共

和
国
（
旧
ザ
イ
ー
ル
）
と
、
コ

ン
ゴ
共
和
国
の
ふ
た
つ
が
あ
り

ま
す
。
コ
ン
ゴ
川
を
は
さ
ん
で

隣
同
士
で
す
。
最
初
に
入
っ
た

の
は
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
で
す

が
、
10
日
ほ
ど
す
る
と
首
都
で

暴
動
が
勃
発
し
た
の
で
コ
ン
ゴ

共
和
国
に
移
り
、
１
年
間
研
究

し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
度
は
そ
こ
で

政
変
が
起
き
た
の
で
、
京
大
の

研
究
者
仲
間
が
い
た
隣
の
カ
メ

ル
ー
ン
に
移
動
し
ま
し
た
。

　

人
類
学
者
の
多
く
は
調
査
の

た
め
に
土
地
の
言
葉
を
学
び
ま

す
。
ア
フ
リ
カ
は
多
言
語
社
会

で
、
私
は
事
前
に
ス
ワ
ヒ
リ
語

は
勉
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ン
ゴ
で
は
リ
ン
ガ
ラ
語
が
地
域

の
共
通
言
語
で
し
た
。
次
に
カ

メ
ル
ー
ン
に
行
っ
た
ら
、
リ
ン

ガ
ラ
語
が
通
じ
る
の
は
村
で
ふ

た
り
だ
け
。
共
通
語
は
フ
ラ
ン

ス
語
で
、
村
の
言
葉
は
ま
た
別

で
す
。
持
っ
て
い
た
小
さ
な
日

仏
・
仏
日
辞
書
で
村
の
人
た
ち

か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
ま
し

た
。
村
の
言
葉
の
勉
強
を
さ
ぼ
っ

た
の
で
、
今
も
村
の
言
葉
は
話

せ
ま
せ
ん
。

ーー
そ
の
後
、
バ
ナ
ナ
の
研
究
を

は
じ
め
た
の
で
す
ね
。

小
松

バ
ナ
ナ
は
生
産
量

１
億
３
０
０
０
万
ト
ン
と
、
世

界
で
最
も
生
産
量
が
多
い
果
物

で
す
。
そ
の
ほ
ぼ
半
分
が
、
私

達
が
ふ
だ
ん
食
べ
て
い
る
、
生

で
甘
い
キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ

と
い
う
種
類
で
す
。
日
本
で
流

通
し
て
い
る
の
は
ほ
ぼ
こ
れ
１

種
類
で
す
。

　

も
う
半
分
は
、
熟
し
て
甘
く

な
ら
な
い
う
ち
に
使
う
料
理
バ

ナ
ナ
で
、
コ
ン
ゴ
や
カ
メ
ル
ー

ン
で
も
数
十
種
類
、
世
界
で
は

な
ん
と
、
百
種
類
を
超
え
る
バ

ナ
ナ
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

機
能
で
言
え
ば
、
早
く
穫
れ

る
も
の
、
遅
く
穫
れ
る
も
の
、

収
量
が
多
い

も
の
く
ら
い

が
あ
れ
ば
間

に
合
う
は
ず

な
の
に
、
な

ぜ
こ
ん
な
に

種
類
が
多
い
の
か
？　

今
の
と

こ
ろ
、
見
分
け
て
名
前
を
つ
け

る
こ
と
自
体
が
楽
し
い
の
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
人
に
と
っ
て
多
様
性
と
は
何

か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
る
興

味
深
い
テ
ー
マ
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
達
が

食
べ
る
た
め
の
バ
ナ

ナ
栽
培
で
は
そ
ん
な

遊
び
が
あ
っ
た
け
れ

ど
、
広
大
な
土
地
で

輸
出
用
の
単
一
作
物

を
大
規
模
に
栽
培
す

る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
で
は
生
産
性
と
効

率
が
重
ん
じ
ら
れ
、

遊
び
は
切
り
捨
て
ら

れ
ま
し
た
。
農
を
含
め
、
働
く

こ
と
が
辛
い
作
業
に
な
っ
た
の

で
す
ね
。
人
類
学
者
達
は
今
、「
仕

事
を
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い

う
こ
と
か
？
」
と
考
え
て
い
ま

す
。

ーー
最
後
に
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
松

今
は
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
ネ
ッ
ト
検
索
で
Ａ
Ｉ
に
答

え
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

Ａ
Ｉ
に
頼
ら
ず
、
自
力
で
調
べ

て
判
断
す
る
方
法
を
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
で
き

れ
ば
、
意
見
が
対
立
し
た
り
説

明
に
矛
盾
が
あ
っ
た
時
に
、
根

拠
を
調
べ
て
自
分
な
り
の
判
断

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で

す
。

人文学部英米文化学科    

小
こ

松
ま つ

 かおり 教授

【生態人類学】

研究室を
訪ねて Vol.

22

京都大学大学院理学研究科動物学
専攻博士後期課程単位取得退学。
博士（理学）。研究テーマは、アフリ
カ熱帯雨林の食と農・沖縄の市場と
第一次産業の現代史・バナナ栽培文
化の地域間比較。

小松先生の
プチ解説

　沖縄では、養豚の歴史は 14 世紀まで遡り、戦前までど
の農家でも数頭のブタを飼うことが一般的でした。そのた
め、1990 年頃の調査時、お年寄りの中にはブタの解体を
見たことがある人も多く、一頭一頭肉付きも脂の量も違う
ということを感覚的に知っていました。そのようなお年寄
りが肉屋に来ると、いくつものかたまりを見せてもらった
り、自分で肉を触ったりして好みのものを選びました。特
に、行事食に使う際には、脂の入り方は見た目に関わるの
で非常にこだわります。そして、そのこだわりは人によって
違います。わたしたちは、豚肉を買うとき、「〇グラム〇円
の〇という部位」と注文しますが、それは、すべての「ブタ」
は基本的に同じだ、と思っているからです。生き物としての
ブタを知っている人を相手にした商売は、買い手とブタの
マッチングなのですね。今では、そのような買い方をする
人もめっきり減りました。

豚肉の個性

1990 沖縄の市場で肉屋のおばさんと

バ
ナ
ナ
か
ら
考
え
る

労
働
、
遊
び
、
多
様
性

対
象
地
域
に
暮
ら
し
て
研
究
す
る

人
と
農
と
食
べ
物
の
関
係

11
月
15
日
豊
平
区
の
ダ
ル
マ

ホ
ー
ル
に
て
、
本
学
卒
業
生
で

北
海
道
新
聞
記
者
（
現
、
静
内

支
局
長
）
の
酒
井
聡
平
さ
ん
と
、

人
文
学
部
・
田
中
綾
教
授
が
「『
旧

聞
記
者
』
の
原
点
そ
し
て
開
拓

者
精
神
」
と
題
し
て
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
酒
井
さ
ん

は
土
曜
・
日
曜
に
戦
争
な
ど
の

歴
史
を
取
材
す
る
「
旧
聞
記
者
」

と
し
て
も
活
躍
し
、
著
書
『
硫

黄
島
上
陸
友
軍
ハ
地
下
ニ
在
リ
』

（
講
談
社
）
は
15
刷
、『
死
な
な

い
と
、
帰
れ
な
い
島
』（
同
）
も

好
調
な
売
れ
行
き
だ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
激
戦
地

と
し
て
知
ら
れ
る
硫い

黄お
う

島と
う

で
は
、

未
だ
に
１
万
人
も
の
兵
士
の
遺

骨
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
島

は
自
衛
隊
の
管
理
下
に
あ
る
こ

と
か
ら
元
島
民
は
今
も
帰
還
で

き
な
い
。
酒
井
さ
ん
は
硫
黄
島

の
遺
骨
収
集
に
参
加
し
た
際
の

貴
重
な
写
真
や
映
像
を
交
え
な

が
ら
「
戦
争
は
ま
だ
終
わ
っ
て

い
な
い
」
と
訴
え
、
わ
れ
わ
れ

は
解
決
さ
れ
て
い
な
い
戦
争
問

題
に
直
面
し
て
い
る
当
事
者
で

あ
り
、
歴
史
の
傍
観
者
で
は
な

い
こ
と
を
伝
え
た
。

本
学
卒
業
生
酒
井
聡
平
さ
ん
と
田
中
綾
人
文
学
部
教
授

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
実
施

酒井聡平さん（左）と人文学部 田中綾教授

　

国
は
２
０
１
３
年
８
月
に
生
活
保

護
基
準
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。
引
下

げ
の
根
拠
と
さ
れ
た
も
の
は
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
最
も
大
き
な

割
合
を
占
め
る
理
由
（
デ
フ
レ
調
整

と
呼
ば
れ
ま
す
）
に
つ
い
て
の
国
の

説
明
は
、
デ
フ
レ
が
続
く
中
で
生
活

扶
助
基
準
が
据
え
置
か
れ
て
き
た
こ

と
で
生
活
保
護
世
帯
の
所
得
が
実
質

的
に
増
加
し
た
た
め
、
そ
の
増
加
分

だ
け
生
活
扶
助
基
準
を
減
額
し
ま

す
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。
具
体
的

に
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
１

年
に
か
け
て
「
生
活
保
護
世
帯
の
」

物
価
が
４
・
７
８
％
下
落
し
た
の
で
、

生
活
扶
助
基
準
を
４
・
７
８
％
減
ら

す
と
い
う
内
容
で
し
た
。
た
し
か
に
、

物
価
が
下
落
す
る
と
同
じ
金
額
で
購

入
で
き
る
も
の
が
増
え
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
れ
は
「
実
質
的
な
所
得

の
増
加
」
と
見
な
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
具
体
的
な
「
数
値
」

や
「
デ
ー
タ
」
が
示
さ
れ
る
と
、
私

た
ち
は
そ
れ
が
正
し
い
と
受
け
止

め
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
４
・

７
８
％
と
い
う
数
値
は
ど
こ
か
ら
出

て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

最
も
代

表
的
な
物
価
統
計
で
あ
る
消
費
者

物
価
指
数
（
総
務
省
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
の

２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
１
年
に
か

け
て
の
下
落
率
は
２
・
３
５
％
で
し

た
の
で
、
そ
の
２
倍
以
上
と
な
る
下

落
率
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
４
・

７
８
％
と
い
う
数
値
は
、
厚
生
労
働

省
が
総
務
省
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
デ
ー
タ
を
加

工
し
て
独
自
に
計
算
し
た
、「
生
活

扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
」
と
い
う
「
オ
リ

ジ
ナ
ル
指
標
」
の
下
落
率
で
し
た
。

　

こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
指
標
に
よ
る
引

下
げ
に
は
、
①
生
活
保
護
世
帯
が
一

般
世
帯
と
同
じ
財
・
サ
ー
ビ
ス
を
同

じ
割
合
で
消
費
し
た
前
提
の
計
算
で

あ
る
こ
と
、
②
比
較
す
る
２
時
点

（
２
０
０
８
年
と
２
０
１
１
年
）
で

計
算
に
含
ま
れ
る
品
目
が
異
な
る
に

も
か
か
わ
ら

ず
何
の
対
応

も
せ
ず
に
計

算
し
て
い
る

こ
と
、
③
学

術
的
裏
付
け

が
な
く
、
物

価
指
数
と
し

て
必
要
な

性
質
を
有
し
て
い
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
計
算
式
に
よ
る
こ
と
、
④
物
価
が

高
く
な
っ
て
い
た
２
０
０
８
年
か
ら

の
下
落
率
を
計
算
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
生
活
保
護
世
帯
の
所
得
が
、
実

態
と
し
て
実
質
的
に
ど
の
く
ら
い
増

加
し
た
の
か
を
測
定
す
る
指
標
と
し

て
、
明
ら
か
な
「
欠
陥
」
が
い
く
つ

も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
本
書
は
、

こ
う
し
た
生
活
扶
助
相
当
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の

問
題
点
を
学
術
的
観
点
か
ら
体
系
的

に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

　

国
に
よ
る
引
下
げ
の
取
消
し
を

求
め
て
全
国
で
提
起
さ
れ
た
裁

判
（
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
）
は
、

２
０
１
４
年
の
提
訴
か
ら
10
年
以
上

の
時
を
経
て
、
２
０
２
５
年
６
月
27

日
に
引
下
げ
の
取
消
し
を
命
じ
る
最

高
裁
判
決
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
高

裁
判
決
前
に
言
い
渡
さ
れ
た
地
裁
・

高
裁
全
体
で
の
勝
訴
率
は
約
63
％

と
、
勝
訴
率
が
10
％
程
度
で
あ
る
と

言
わ
れ
る
行
政
訴
訟
で
は
異
例
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
問
題

点
だ
ら
け
の
あ
ま
り
に
も
「
お
粗
末

な
」
改
定
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
こ
れ
だ
け
の
時
間
が
か
か
り
、
国

の
言
い
分
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
認

め
ら
れ
た
判
決
も
複
数
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
最
高
裁
判
決
後
、
国
は

デ
フ
レ
調
整
と
は
「
別
の
理
由
」
を

持
ち
出
し
て
再
度
の
引
下
げ
を
実
施

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
統
計
や

デ
ー
タ
が
示
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ

れ
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
自
分
の
頭

で
考
え
て
判
断
す
る
力
が
大
切
で

す
。

生
活
保
護
基
準
引
下
げ
の
問
題
点
を

経
済
学
的
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る

を

鈴木  雄大
経済学部准教授
すず き　  たか ひろ

自著自著
語る 41

『EBPMと統計利用の課題
　――生活扶助相当CPIの

経済学的検証――』
鈴木雄大 著

北海学園大学出版会 2025 年

新
書
１
冊
と
学
術
書
２
冊
刊
行

北
海
学
園

大
学
出
版
会

　

今
年
度
、
北
海
学
園
大
学
出

版
会
か
ら
、
田
中
綾
（
人
文
学

部
教
授
）
著
の
新
書
『
書
棚
か

ら
歌
を
二
〇
二
一
│
二
〇
二
五
』

が
12
月
１
日
に
、
学
術
書

２
冊
、
石
田
真
紀
子
（
法

学
研
究
科
博
士
（
後
期
）

課
程
修
了
）
著
『
勾
留
理

由
開
示
制
度
再
考
│
勾
留

手
続
の
司
法
的
抑
制
を
模

索
す
る
│
』、
鈴
木
雄
大

（
経
済
学
部
准
教
授
）
著

『
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
統
計
利
用
の

課
題
│
生
活
扶
助
相
当
Ｃ

Ｐ
Ｉ
の
経
済
学
的
検
証
│
』

が
12
月
25
日
に
刊
行
さ
れ

た
。

　

出
版
物
は
現
在
、
北
海

学
園
生
協
、
紀
伊
國
屋
書

店
札
幌
本
店
、
Ａ
ｍ
ａ
ｚ

ｏ
ｎ
で
販
売
し
て
い
る
。

お
問
い
合
わ
せ
は
庶
務
課

学
術
係
ま
で
。

『EBPMと統計利用の課題
─生活扶助相当CPIの経済学的検証─』

鈴木雄大 著

『勾留理由開示制度再考
─勾留手続の司法的抑制を模索する─』

石田真紀子 著

『書棚から歌を 
2021-2025』

田中綾 著
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海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

海
外
研
修
で
異
文
化
体
験

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

カ
ナ
ダ
で
過
ご
し
た
留
学
生
活

は
、
多
く
の
出
会
い
と
支
え
に
恵

ま
れ
た
、
私
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
時
間
で
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
や
友
人
を
は
じ
め
、
日
々

の
生
活
の
中
で
周
囲
の
温
か
さ
に

触
れ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
、
こ
の

留
学
が
自
分
自
身
に
と
っ
て
大
き

な
意
味
を
持
つ
も
の
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

言
語
の
異
な
る
環
境
で
生
活
す

る
こ
と
は
決
し
て
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
う
ま
く
言
葉

に
で
き
な
い
場
面
で
も
、
理
解
し

よ
う
と
し
て
く
れ
る
人
々
の
存
在

が
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
大
学
や
日
常
生
活
の

中
で
、
多
文
化
共
生
が
自
然
に
成

り
立
っ
て
い
る
環
境
や
さ
ま
ざ
ま

な
価
値
観
に
触
れ
、
自
分
の
考
え

方
を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
自
由
な
環
境
の
中
で

多
く
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
で
、
自
分
の
世
界
は
確

実
に
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
留
学
で
培
っ
た
学
び
を
胸

に
、
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。
最
後
に
、
こ
の

留
学
を
支
え
て
く
れ
た
家
族
を
は

じ
め
、
現
地
で
出
会
い
、
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に

心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

短
期
派
遣

カ
ナ
ダ
・
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

Beyond This
Experience

経
済
学
部
地
域
経
済
学
科
２
年

髙た
か

橋は
し

快か
い

斗と
留学生活を支えてくれた
大切な人たちと（右が筆者）

　

２
０
２
５
年
11
月
15
日
（
土
）、

北
海
学
園
オ
ー
プ
ン
ラ
ウ
ン
ジ

（
北
海
学
園
大
学
・
教
育
会
館
２

階
）
に
て
、
40
回
目
の
経
営
学

部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
セ

ミ
ナ
ー
は
、
留
学
や
海
外
研
修
な

ど
、
北
海
学
園
に
お
け
る
グ
ロ
ー

バ
ル
な
学
び
の
機
会
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
進
路
や
将
来
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
、

第
一
部
で
は
国
際
交
流
サ
ロ
ン

お
よ
び
北
海
学
園
生
協
旅
行
部

よ
り
、
北
海
学
園
大
学
、
北
海

商
科
大
学
、
北
海
高
校
、
北
海
学

園
札
幌
高
校
の
学
生
・
生
徒
が

参
加
で
き
る
留
学
・
海
外
研
修

を
支
援
す
る
体
制
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
部
で

は
、
国
際
交
流
課
に
よ
る
全
学

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
に
続

き
、
経
営
学
部
、
人
文
学
部
、
北

海
商
科
大
学
の
実
践
例
が
報
告

さ
れ
、
学
園
全
体
と
し
て
の
学

び
の
広
が
り
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
大
学
生
に
限
ら

ず
、
高
校
生
や
保
護
者
も
対
象
と

し
て
実
施
さ
れ
、
質
疑
応
答
で
は

制
度
や
学
修
内
容
に
関
す
る
質
問

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
学

び
や
進
路
選
択
に
向
け
て
、
北
海

学
園
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
魅
力

を
実
感
で
き
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
北
海
学
園
で
は
、
今
後
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
学
び
へ
の
第
一
歩
を

後
押
し
す
る
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
。

経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

北
海
学
園
の

グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
知
る

経営学部 浦野研教授（右）

全学プログラム説明の様子

　

私
の
所
属
す

る
館
田
ゼ
ミ
で

は
、
人
権
保
障

な
ど
の
憲
法
理
論
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
す
。
ゼ
ミ
で
は
毎

年
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

の
上
映
会
＆
ア
フ
タ
ー
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
観
客

と
一
緒
に
憲
法
問
題
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
11
月
30
日
に
Ｂ

２
０
９
・
Ｂ
２
１
０

演
習
室
に
お
い
て
、

映
画
「
ヤ
ジ
と
民
主
主
義
」
の

上
映
会
＆
ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
映
画
は
、
２
０
１
９
年
に

札
幌
で
起
き
た
ヤ
ジ
排
除
問

題
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
で
す
。
警
察
に
よ
る
ヤ
ジ

排
除
を
発
端
に
、「
表
現
の
自

由
」
を
巡
っ
て
原
告
た
ち
が
奔

走
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
を
招
い
た

ト
ー
ク
で
は
、
報
道
機
関
の
消

極
性
、
声
を
あ
げ
る
こ
と
の
大

切
さ
、
聴
衆
の
権
利
な
ど
に
つ

い
て
様
々
な
意
見
が
出
ま
し

た
。
時
間
が
足
り
な
い
と
感
じ

る
ほ
ど
、
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、

私
は
も
の
ご
と
を
複
眼
的
に

捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
学

び
ま
し

た
。
自
分

が
、
ヤ
ジ

を
「
よ
く

な
い
も

の
」
と
す

る
固
定
観

念
に
囚
わ
れ
、
そ
の
ひ
と
つ
の

面
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
気
づ
い
た
か
ら

で
す
。「
な
ぜ
野
次
る

の
か
」「
ヤ
ジ
を
生
み

出
す
原
因
は
な
に
か
」
と
い
う

問
題
は
、
複
数
の
要
因
か
ら
生

じ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
を
多

面
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、
複
眼

的
な
視
点
が
身
に
つ
き
、
ヤ
ジ

に
対
す
る
見
方
も
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
固
定
観
念
や

偏
見
な
ど
に
流
さ
れ
ず
、
し
っ

か
り
自
分
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

単
眼
思
考
か
ら
の
脱
却

私の学び
法学部政治学科 3 年

本
ほん

田
だ

美
み

咲
さき

映画「ヤジと民主主義」ポスター

　

北
海
学
園
防
災
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
北
海
学
園
大
学
の
企
画
・

運
営
を
担
っ
た
学
生
チ
ー
ム

Ｈ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
統
括
と
し

て
、
本
イ
ベ
ン
ト
の
指
揮
を

と
り
ま
し
た
、
鈴
木
茉
希
と

申
し
ま
す
。

　

私
は
中
学
時
代
の
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
や
、
高
校
時
代
に

参
加
し
た
「
世

界
津
波
の
日
」

２
０
１
９
高
校

生
サ
ミ
ッ
ト
の
経
験

か
ら
、
防
災
啓
発
や

被
災
地
支
援
に
取
り

組
み
始
め
、
受
験
を

機
に
一
度
は
活
動
か

ら
離
れ
た
も
の
の
、

能
登
半
島
地
震
を

受
け
て
昨
年
度
に

は
Ｈ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ

と
し
て
学
生
約
20

名
を
対
象
と
し
た

「
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
防
災
フ
ェ
ス
タ
の
前
身

と
な
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

そ
の
同
時
期
に
、
地
元
・

美
幌
町
で
も
「
防
災
フ
ェ

ス
ｉ
ｎ
び
ほ
ろ
」
を
立
ち
上

げ
、
企
業
や
自
治
体
、
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
開
催

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
学
内

外
で
の
種
ま
き
活
動
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
学
内
で
防
災

へ
の
協
働
の
動
き
が
生
ま
れ

て
い
き
、
Ｈ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
と

し
て
も
大
規
模
な
防
災
イ
ベ

ン
ト
に
挑
戦
で
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

防
災
は
取
っ
付
き
に
く
い

テ
ー
マ
に
感
じ
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
イ
ベ
ン
ト

当
日
は
地
域
の
方
々
を

中
心
に
、
学
生
を
含
む

約
５
０
０
名
に
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
防
災
を
き
っ
か
け

に
人
が
集
い
、
つ
な
が

る
場
を
つ
く
れ
る
可
能

性
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
後
輩
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
工
夫
を
重
ね

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
今
後
の
Ｈ

Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
取
り
組
み
に

も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

防災への取り組み

経営学部経営学科 4 年

鈴
すず

木
き

茉
ま

希
き

企画を支えてくださったみなさまと

会場入口で受付をするゼミ生

学生カウンセリング室は
11月１日より１号館に移転しました

　

２
０
２
３
年
か
ら
豊
平

キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
棟
の
１
階

に
配
置
し
て
お
り
ま
し
た
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
を
、
こ
の

た
び
、
１
号
館
２
階
・
面
談

室
Ａ
に
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
移
転
に
よ
っ
て

今
ま
で
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
室
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

な
り
、
ま
た
、
今
ま
で
学

生
さ
ん
と
お
話
を
す
る
場

所
と
し
て
使
用
し
て
き
た

面
談
室
も
、
よ
り
静
か
で

安
心
し
て
相
談
が
で
き
る

場
所
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
転
に
伴
い
、
電

話
や
メ
ー
ル
で
の
予
約
に
加

え
て
、
新
規
の
相
談
予
約
を

し
た
い
方
向
け
に
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ

ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
を
用
意
い
た

し
ま
し
た
。
手
軽
に
相
談
予

約
が
出
来
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
せ
。
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
で
学

生
さ
ん
か
ら
連
絡
を
い
た
だ

い
た
場
合
、
近
日
中
に
こ

ち
ら
か
ら
日
程
の
確
定
の

た
め
の
メ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。
日
程
が
確
定
し
た
ら
、

そ
の
日
に
指
定
さ
れ
た
面

談
室
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
完
全
予
約
制
で

す
。
初
め
て
相
談
さ
れ
る
方

は
「
こ
ん
な
こ
と
で
相
談
し

て
い
い
の
か
な
」
や
「
う
ま

く
言
え
な
い
ん
で
す
け
ど
」

と
い
う
方
が
多
い
で
す
。
予

約
の
方
法
や
場
所
の
詳
細

は
「
北
海
学
園
大
学　

こ
こ

ろ
の
相
談
室
」
で
検
索
し

ま
す
と
ご
確
認
で
き
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
予
約
下
さ
い
。

　

今
後
は
学
生
さ
ん
向
け

に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
の
情
報
も
発
信
し
て
い

く
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
学

生
生
活
の
一
助
に
な
れ
ば
幸

い
で
す
。

第
48
回
日
本
分
子
生
物
学
会
年
会

ポ
ス
タ
ー
発
表
で

優
秀
賞
受
賞

　

２
０
２
５
年
12
月
３
日
か
ら

５
日
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
日

本
分
子
生
物
学
会
年
会
に
お
い

て
、
工
学
部
生
命
工
学
科
・
友
池

研
究
室
４
年
の
岡
田
恭
典
さ
ん

がM
BSJ Poster Aw

ard 
2025

を
受
賞
し
ま
し
た
。
応
募

１
５
９
９
件
の
中
か
ら
１
７
１

件
が
選
出
さ
れ
る
中
、
学
部
生

で
の
受
賞
は
快
挙
で
す
。

岡田恭典さん（左から3人目）

イベントの様子

　

１
月
８
日
、
経
営
学
部
お

よ
び
工
学
部
生
命
工
学
科
に

お
い
て
、
社
会
課
題
の
解
決

に
取
り
組
む
学
生
同
士
の
合

同
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

経
営
学
部
の
佐
藤
大
輔
教

授
が
主
宰
す
る
ゼ
ミ
で
は
、

北
海
道
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
工

学
部
生
命
工
学
科
で
は
、
有

志
の
学
生
が
毎
年
、
札
幌
商

工
会
議
所
主
催
の
学
生
ア
イ

デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加

し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
製
品
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
提

案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
が
持
つ
社
会
へ

の
洞
察
と
、
工
学
部
が
持
つ

技
術
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
を

融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

大
き
な
発
展
が
期
待
で
き
る

の
で
は
な
い
か
―
―
。
こ
う

し
た
考
え
の
も
と
、
佐
藤
大

輔
教
授
と
生
命
工
学
科
の
友

池
史
明
教
授
の
企
画
に
よ
り
、

本
イ
ベ
ン
ト
が
実
現
し
ま
し

た
。

　

交
流
会
で
は
、
こ
れ
ま
で

学
生
た
ち
が
企
画
・
運
営
し

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹

介
に
加
え
、
今
後
挑
戦
し

て
み
た
い
取
組
に
つ
い
て

も
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
学
生
同
士

の
会
話
の
中
か
ら
は
「
一

緒
に
何
か
を
作
り
た
い
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、

学
部
を
越
え
た
新
た
な
連

携
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

学
部
越
え
合
同
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

﹇
経
営
学
部
﹈
佐
藤
研
究
室
×
﹇
工
学
部
﹈
友
池
研
究
室

カウンセリング室案内図

移転後のカウンセリング室

防災フェスタ開催
楽しみながら防災意識高める

11
月
15
日
、
学
校
法
人
北
海
学

園
・
北
海
学
園
大
学
・
北
海
学
園

大
学
学
生
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

団
体
Ｈ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
よ
る
初
の

「
北
海
学
園
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
を

本
学
で
開
催
し
た
。

　

各
関
係
機
関
の
ご
協
力
も
あ

り
、
参
加
者
は
防
災
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
、
救
命
救
急
体
験
、
応
急
処
置

体
験
、
防
災
グ
ッ
ズ
づ
く
り
体

験
、
１
７
１
（
災
害
用
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
）
伝
言
体
験
、
洪
水
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
）
体
験
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
緊
急
停
止
体
験
、

備
蓄
品
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、
初
期
消

火
体
験
＋
消
防
車
・
は
し
ご
車
展

示
＆
乗
車
体
験
、
陸
上

自
衛
隊
人
命
救
助
シ
ス

テ
ム
操
作
体
験
＋
偵
察

車
・
ト
ラ
ッ
ク
展
示
＆

乗
車
体
験
な
ど
12
ブ
ー

ス
を
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

形
式
で
回
り
、
楽
し
み

な
が
ら
防
災
の
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
同
時
企
画

と
し
て
地
震
の
発
生
を
想
定
し
た

授
業
・
勤
務
中
の
学
生
や
教
職
員

の
安
全
行
動
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
」（
ま
ず
低
く
、
頭
を
守
り
、

動
か
な
い
）
も
実
施
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
学
生
に
よ
る
近
隣

公
共
施
設
等
へ
の
チ
ラ
シ
・
ポ
ス

タ
ー
配
布
な
ど
事
前
告
知
が
実

り
、
学
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
、
学
び
の
多
い
一
日
と

な
っ
た
。

（
協
力
：
陸
上
自
衛
隊
・
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
南
部
地
区
隊
、

豊
平
消
防
署
、
豊
平
消
防
団
、
日

本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
、
三
菱

電
機
ビ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

イベントの様子

シェイクアウト訓練の様子
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多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す
る

同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連
載
し

て
い
る
「
人
脈
記
」。
前
回
登
場

の
阿
部
島
圭
太
さ
ん
が
、
株
式
会

社
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ

ン
の
菊
池
雄
大
さ
ん
を
紹
介
し
て

く
れ
た
。▼

▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲

　

大
学
時
代
、
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
キ
ャ

プ
テ
ン
を
務
め
た
菊
池
さ
ん
。

思
い
出
を
聞
く
と
「
勉
強
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
外
に

自
分
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
応
援
し
て
く
れ
た
鈴
木

光
先
生
が
と
て
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
試
合
も
よ
く
見
に

来
て
く
れ
た
の
で
、
頑
張
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
。

　

卒
業
後
は
関
東
の
ア
メ
フ
ト

の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
プ

レ
ー
を
続
け
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
東
京
の

企
業
に
就
職
す
る
。
そ

の
会
社
で
は
、
Ｉ
Ｔ
関

連
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

営
業
を
行
っ
て
い
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
仕
事
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
。
空

き
時
間
で
独
学
で
は
じ

め
た
英
語
の
勉
強
に
手
応
え
を

感
じ
た
菊
池
さ
ん
は
、
も
と
も

と
興
味
の
あ
っ
た
外
資
系
企
業

へ
転
職
す
る
こ
と
を
決
め
、

現
職
に
至
る
。

　

株
式
会
社
セ
ー
ル
ス

フ
ォ
ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、

ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
本
社
を
持
つ
外

資
系
企
業
だ
。
顧
客
管
理
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
中
心
に
事
業

展
開
し
て
い
る
。

　
「
現
在
は
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー

と
い
う
部
署
で
日
本
支
社

の
組
織
設
計
や
営
業
戦
略

に
関
わ
る
社
内
コ
ン
サ
ル

と
し
て
、
デ
ー
タ
分
析
を

メ
イ
ン
に
業
務
を
行
っ
て

い
ま
す
。
入
社
当
初
は
営

業
職
と
し
て
従
事
し
て
い

ま
し
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
課

題
の
本
質
的
な
解
決
と
グ

ロ
ー
バ
ル
支
社
と
関
わ
る

仕
事
に
興
味
を
持
ち
、
自

ら
手
を
挙
げ
て
社
内
異
動

を
し
ま
し
た
」

　

ビ
ジ
ネ
ス
の

本
質
に
デ
ー
タ

か
ら
向
き
合

い
、
そ
れ
に
伴

う
デ
ー
タ
分
析

の
ス
キ
ル
を
磨

け
る
こ
と
は
大

き
な
や
り
が
い

で
あ
り
、
日
々

世
界
中
の
優
秀

な
社
員
の
方
々

か
ら
刺
激
を
も

ら
っ
て
い
る
と

い
う
。
仕
事
で

扱
う
の
は
デ
ー

タ
だ
が
、
何
気
な
い
会
話
か
ら

課
題
が
見
つ
か
る
こ
と
も
あ
り
、

関
係
各
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い

る
。

▼
▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲

　

今
期
か
ら
、
成
績
上
位

の
社
員
だ
け
が
集
ま
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
選
ば
れ
た
。

世
界
中
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
社
員
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
繋
が
る
こ
と
が
可
能
で
、

一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、

情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
Ａ
Ｉ
を
ど
う
ビ

ジ
ネ
ス
に
生
か
し
て
推
進

し
て
い
く
か
な
ど
、
現
在

進
行
形
の
ア
イ
デ
ア
を

シ
ェ
ア
で
き
る
こ
と
は
強

み
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

の
展
望
を
聞
い
た
。「
私
は

ア
メ
リ
カ
の
会
社
に
所
属

を
し
て
い
な
が
ら
、
海
外

経
験
が
無
い
ん
で
す
。
英

語
も
独
学
で
勉
強
し
て
い

た
の
で
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
留
学
や
大
学

院
留
学
を
２
、３
年
の
う
ち
に
や

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、

そ
れ
に
向
け
て
勉
強
も
し
て
る

と
こ
ろ
で
す
」。
菊
池
さ
ん
の
向

上
心
は
尽
き
な
い
。

▼
▲　
　

▼
▲　
　

▼
▲

　

Ｏ
Ｂ
訪
問
は
い
つ
で
も
可
能

と
の
こ
と
。
興
味
の
あ
る
学
生

は
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

﹇
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
﹈
２
０
１
９
年
北
海
学
園
大
学

法
学
部
卒
業
。
卒
業
後
、
ト
ラ
ン
ス
コ
ス
モ
ス
株

式
会
社
に
入
社
。
同
時
に
、
日
本
社
会
人
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
オ
ー

ビ
ッ
ク
シ
ー
ガ
ル
ズ
や
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｌ

Ｕ
Ｅ
に
て
選
手
と
し
て
活
躍
。
２
０
２
４
年
に
引

退
し
た
。
現
在
、株
式
会
社
セ
ー
ル
ス
フ
ォ
ー
ス
・

ジ
ャ
パ
ン
の
セ
ー
ル
ス
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
チ
ー
ム
。

学園学園人人脈記脈記第34回

株式会社セールスフォース・ジャパン

｠Sales Strategy 菊
きく

池
ち

雄
ゆ う

大
だ い

 氏
法学部法律学科 2018 年度卒・53 期生

世界中のトップパフォーマーと働く

アメフト選手としても活躍した

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
短

歌
を
作
り
、
北
海
道
新
聞
の
日

曜
文
芸
欄
に
投
稿
し
は
じ
め
た
。

一
年
に
一
度
の
道
新
短
歌
賞
は

い
つ
も
見
て
い
た
た
め
、
身
近

で
あ
り
、
憧
れ
の
存
在
だ
っ
た
。

受
賞
の
連
絡
を
受
け
て
「
信
じ

ら
れ
な
い
気
持
ち
だ
っ
た
」
と

喜
び
を
語
る
。

　

中
学
生
の
頃
に
『
源
氏
物
語
』

を
漫
画
化
し
た
『
あ
さ
き
ゆ
め

み
し
』
を

読
み
、
古

典
作
品
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

『
源
氏
物
語
』
を
現
代
語
訳
で
も

　
『
歌
集
ぜ
る

ぶ
の
丘
で
』
は
、

天
野
さ
ん
が
短

歌
を
は
じ
め
た

二
十
数
年
前
か

ら
の
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

短
歌
を
詠
む

き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
大
学

時
代
に
触
れ
た
短
歌
の
ゼ
ミ
だ

と
い
う
。「
私
は
別
の
ゼ
ミ
に
所

属
し
て
い
ま
し
た
が
、
友
人
が

入
っ
て
い
た
菱
川
善
夫
先
生
の

ゼ
ミ
が
お
も
し
ろ
く
て
、
短
歌
っ

て
こ
う
い
う
ふ
う
に
作
れ
る
ん

だ
、
自
分
も
や
っ
て
み
た
い
と

読
む
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
は
古

典
や
日
本
文
学
に
魅
了
さ
れ
、

開
設
ま
も
な
い
本
学
人
文
学
部

に
入
学
し
た
。「
大
学
の
授
業
は

と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。
道

内
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
文
学
者
を

講
師
と
し
て
招
い
て
い
ま
し
た
。

能
楽
の
照
井
武
先
生
の
授
業
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
札
幌

で
能
の
公
演
会
が
あ
っ
た
時
に
、

野
村
萬
斎
さ
ん
な
ど
著
名
な
方

の
楽
屋
で
お
茶
を
出
さ
せ
て
も

ら
う
と
い
っ
た
ア
ル
バ
イ
ト
も

体
験
し
ま
し
た
」

■　
　

■　
　

■

　

図
書
館
学
課
程
で
司
書
の
資

格
を
取
得
し
た
が
、
当
初
は
図
書

館
で
働
く
こ
と
は
考
え
て
お
ら

ず
、
銀
行
へ
の
就
職
を
検
討
し

て
い
た
。
し
か
し
、
卒
業
時
は

就
職
氷
河
期
で
そ
の
道
は
難
し

く
な
っ
て
し
ま
う
。
大
学
の
求
人

に
北
星
学
園
女
子
中
学
高
等
学

校
の
図
書
室
司
書
の
仕
事
が
出

て
お
り
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
採
用

と
な
っ
た
。
図
書
室
の
本
を
整

理
し
た
り
、
本
を
購
入
し
た
り
、

生
徒
の
本
の
貸
し
出
し
に
対
応

す
る
な
ど
の
業
務
を
ひ
と
り
で

行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
は
北

広
島
市
の
図
書
館
で
働
き
、
東

京
へ
移
っ
た
。
複
数
の
図
書
館

を
経
て
、
現
在
は
世
田
谷
区
立

経
堂
図
書
館
の
館
長
を
務
め
る
。

館
長
は
マ

ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
が

メ
イ
ン
の
仕
事
と
な
り
、
本
に

携
わ
る
機
会
は
減
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
商
店
街
や
大
学
な
ど
と

協
働
し
、
図
書
館
を
介
し
た
イ

ベ
ン
ト
企
画
や
地
域
と
の
連
携

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
「
本
を
通
し
て
人
と
繋
が
り
、

図
書
館
自
体
が
皆
さ
ん
の
交
流

の
場
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
と

て
も
楽
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
地

域
の
中
で
の
図
書
館
の
役
割
を

も
っ
と
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

世田谷区立経堂図書館 館長

天
あ ま

野
の

陽
よ う

子
こ

氏歌人

人文学部日本文化学科
1998 年度卒・3期生

折
に
触
れ
て
、図
書
館
か
ら
歌
を
詠
む

『
歌
集
ぜ
る
ぶ
の
丘
で
』が

第
40
回
北
海
道
新
聞
短
歌
賞

を
受
賞

人
文
学
部
Ｏ
Ｇ
天
野
陽
子
著

　

本
学
人
文
学
部
卒
業
生
・
天
野

陽
子
氏
の
第
一
歌
集
『
ぜ
る
ぶ

の
丘
で
』
が
、
第
40
回
北
海
道

新
聞
短
歌
賞
を
受
賞
し
た
。
札

幌
市
出
身
の
天
野
氏
は
「
り
と

む
短
歌
会
」
に
所
属
し
、
本
業

の
傍
ら
短
歌
を
詠
み
続
け
て
い

る
。
書
籍
は
２
０
０
１
年
か
ら

２
０
２
２
年
ま
で
に
作
ら
れ
た

３
７
２
首
を
編
ん
だ
も
の
。
北

海
道
の
風
景
や
図
書
館
に
ま
つ

わ
る
作
品
が
趣
深
い
。

本
学
附
属
図
書
館
「
北
海
学
園

大
学
出
身
作
家
コ
ー
ナ
ー
」
に

も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

読
み
味
わ
っ
て
み
て
ほ
し
い
。『歌集 ぜるぶの丘で』

天野陽子 著
角川書店 2025 年

　第 50 回北の住まい住宅設計コンペにおいて、田中篤史さん（建築学科３年）
の作品が北海道建築士事務所協会会長賞を受賞、越智伊織さん（建築学科４年）
の作品がベスト10 に入選した。

北海道建築士事務所協会会長賞（優秀賞）受賞作品「：希望」 
建築学科３年 田中篤史

ベスト10入選作品「実家事務所未来記」 
建築学科４年 越智伊織

「北の住まい住宅設計コンペ」２作品が受賞工学部
建築学科

　

４
年
間
の
集
大
成
と
な
る
工

学
部
各
学
科
の
卒
業
研
究
発
表

会
が
、
２
月
に
山
鼻
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
。
学
生
た
ち
は
、

緊
張
し
な
が
ら
も
充
実
し
た
面

も
ち
で
研
究
内
容
を
説
明
し
て

い
た
。

工
学
部
卒
業
研
究
発
表
会

建築学科 設計（２月２日）

生命工学科（２月４、５日）

建築学科 論文（２月３、４日）

電子情報工学科（２月3、4日） 社会環境工学科（２月３、４日）

工
学
部
生
命
工
学
科
の
３
チ
ー
ム

札
幌
商
工
会
議
所
の

学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
発
表

　

２
０
２
５
年
11
月
26
日（
水
）、

札
幌
商
工
会
議
所
主
催
の
第
８

回
学
生
ア
イ
デ
ィ
ア
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
イ
ン
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
本
学
工
学
部
生

命
工
学
科
か
ら
３
チ
ー
ム
、
計

７
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、「
理
工
系
学
生

の
本
道
定
着
」「
も
の
づ
く
り
産

業
の
振
興
」「
起
業
家
の
育
成
」

「
北
海
道
経
済
の
活
性
化
」
を
目

的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

生
命
工
学
科
で
は
、

講
義
を
通
じ
て
学
生

の
自
主
性
と
創
造
性

を
育
む
教
育
を
進
め

て
お
り
、
そ
の
成
果

と
し
て
本
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
複
数
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
エ
ン

ト
リ
ー
し
て
い
る
大

学
は
本
学
の
み
で
あ

り
、
学
生
の
挑
戦
の

広
が
り
が
際
立
っ
て

い
ま
す
。

　

発
表
内
容
は
、
Ａ
Ｉ
を
活
用

し
た
提
案
か
ら
新
た
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
想
、
持
病
の

あ
る
人
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
目
指

す
取
組
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま

し
た
。
各
ブ
ー
ス
で
は
参
加
企

業
の
方
々
か
ら
多
く
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
実
用
化
や
連
携
の

可
能
性
を
見
据
え
た
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
参
加
し
た
学
生
と
テ
ー

マ
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
生
命
工
学
科
三
年
生
／
北
山

雅
康
さ
ん
、
北
島
日
向
さ
ん
：

Ａ
Ｉ
に
よ
る
ポ
ッ
プ
の
一
括
管

理
ア
プ
リ

■
生
命
工
学
科
二
年
生
／
藤
林

ひ
か
る
さ
ん
、
尾
形
璃
音
さ
ん
、

羽
柴
由
菜
さ
ん
：
マ
イ
デ
ジ
タ

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

■
生
命
工
学
科
二
年
生
／
櫨
山

凱
斗
さ
ん
、
桑
原
祐
希
さ
ん
：

静
か
な
場
所
で
も
お
な
か
の
音

を
気
に
せ
ず
に
集
中
で
き
る
遮

音
型
腹
巻
の
開
発

参加した学生の記念撮影

　

２
０
２
５
年
10
月
４
日
よ
り

開
幕
し
た
第
98
回
日
本
学
生
氷

上
競
技
選
手
権
大
会
北
海
道
予

選
会
に
お
い
て
、
本
学
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
が
４
勝
２
敗
１
分

の
好
成
績
を
収
め
、
６
年
ぶ
り
に

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
12
月
19
日
〜

21
日
に
行
わ
れ
た
第
98
回
日
本

学
生
氷
上
競
技
選
手
権
大
会
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
セ
カ
ン

ド
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
（
尼
崎
ス
ポ
ー

ツ
の
森
ア
イ
ス
ア

リ
ー
ナ
）
へ
出
場

し
た
。
１
回
戦
は

中
京
大
学
に
７
―

３
、
準
決
勝
は
新

潟
大
学
に
６
―
４

で
勝
利
し
、
決
勝

で
は
大
阪
工
業
大

学
に
惜
し
く
も
敗

れ
た
が
、
準
優
勝

と
い
う
成
績
を
収

め
た
。
連
携
力
や

個
々
の
ス
キ
ル
向

上
も
み
ら
れ
、
今

後
の
大
会
へ
の
大

き
な
経
験
と
な
っ

た
。

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
全
国
大
会
準
優
勝

アイスホッケー部のメンバー
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こ
の
度
は
ご
卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
入
学
当
初
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
入
学
式
の
縮
小
や
オ
ン
ラ
イ

ン
中
心
の
授
業
、
課
外
活
動
の
制

限
な
ど
、
思
い
描
い
た
学
生
生
活

と
は
違
う
場
面
も
多
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
皆
さ
ん
は

状
況
を
受
け
止
め
、
学
び
方
や
関

わ
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
、
経
験

を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の

「
変
化
に
合
わ
せ
て
学
び
直
す
力
」

は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
確
か
な

武
器
に
な
り
ま
す
。

　

就
職
活
動
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

こ
の
一
年
で
さ
ら
に
動
き
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
の
活
動
は

制
度
面
で
も
整
理
が
進
み
、
企
業
は

よ
り
早
い
段
階
か
ら
多
様
な
形
で

学
生
と
接
点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
選
考
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
と
対
面
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
型
が
定
着
し
、「
自
分
が

納
得
し
て
選
ぶ
一
社
」
に
向
け
て
、

仕
事
内
容
や
働
き
方
、
育
成
環
境
ま

で
深
く
確
か
め
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
、
職
務
や
役

割
を
明
確
に
し
た
採
用
を
進
め
る

企
業
も
見
ら
れ
、
学
修
成
果
の
整

理
や
ス
キ
ル
の
見
え
る
化
が
力
を

発
揮
す
る
場
面
が
増
え
ま
し
た
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
も
一
般
化
し

ま
し
た
が
、
だ
か
ら
こ
そ
大
切
な

の
は
、
便
利
さ
に
頼
り
切
る
の
で

は
な
く
、
自
分
の
経
験
を
自
分
の

言
葉
で
語
り
、
根
拠
を
示
す
こ
と

で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
面

接
で
は
「
何
を
し
た
か
」
だ
け
で

な
く
、「
な
ぜ
そ
う
考
え
、
ど
う
工

夫
し
、
何
を
学
ん
だ
か
」
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
が
問
わ
れ
ま
す
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
や
課
題
提
出
な
ど
、
対

話
と
実
践
を
通
じ
て
人
と
な
り
や

再
現
性
を
見
よ

う
と
す
る
機
会

も
あ
り
ま
す
。

迷
っ
た
と
き
は

「
何
を
大
切
に

働
き
た
い
か
」

を
軸
に
、
情
報

の
多
さ
に
振
り

回
さ
れ
ず
、
納

得
で
き
る
選
択

を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
環
境

で
は
、
最
初
か

ら
完
璧
で
あ
る

必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
多
様
な

価
値
観
の
中
で

働
く
ほ
ど
、
聴

く
力
や
相
手
を

尊
重
す
る
姿
勢

が
成
果
に
つ
な

が
り
ま
す
。
失

敗
や
戸
惑
い
を

経
験
し
な
が
ら

も
、
相
談
し
、

学
び
、
立
て
直

す
こ
と
が
で

き
れ
ば
十
分
で

す
。
周
囲
と
協

力
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
前
進
し
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
が
培
っ
て
き

た
柔
軟
性
と
主
体
性
が
、
必
ず
次

の
挑
戦
を
支
え
ま
す
。
卒
業
生
の

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
、
本
学
で
は
企
業
を

対
象
に
「
大
学
の
教
育
活
動
・
学

習
支
援
に
関
す
る
調
査
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
本
調
査
は
、
本
学
の

学
生
や
卒
業
生
に
対
す
る
印
象
、
大

学
へ
の
ご
要
望
、
採
用
時
に
重
視

す
る
項
目
な
ど
に
つ
い
て
回
答
を

い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
今
後
の

学
生
支
援
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
学
が
社
会
か
ら
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
良

い
機
会
と
な
る
調
査
で
あ
り
、
今
回

は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
、
在
学

生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
良
い

支
援
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
学
の
学
生
・
卒
業
生
に
つ
い

て
、
各
項
目
を
５
段
階
で
評
価
い

た
だ
い
た
結
果
が【
図
表
１
】で
す
。

全
体
と
し
て
、「
優
れ
て
い
る
」「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
優
れ
て
い
る
」

と
い
っ
た
肯
定
的
な
評
価
が
多
く
、

社
会
で
働
く
う
え
で
の
基
礎
と
な

る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

　

特
に
、
主
体
性
や
規
律
性
、
基

礎
的
な
知
識
・
教
養
、
傾
聴
力
は

肯
定
的
評
価
が
高
く
、
日
頃
の
学

修
へ
の
向
き
合
い
方
や
、
周
囲
と

の
関
わ
り
方
が
企
業
か
ら
一
定
の

信
頼
を
得
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
実
行
力
や
状
況
把
握
、
発

信
力
な
ど
も
一
定
の
評
価
が
見
ら

れ
、
学
内
外
で
の
経
験
が
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

一
方
で
、
創
造
力
は
「
普
通
」

が
相
対
的
に
多
く
、
中
間
的
な
評

価
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
、
ス

ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
力
や
、
気

持
ち
の
切
り
替
え
・
立
ち
直
り
に

関
わ
る
項
目
で
も
「
普
通
」
が
一

定
割
合
を
占
め
て
お
り
、
学
生
生

活
の
中
で
よ
り
伸
ば
し
て
い
け
る

余
地
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

否
定
的
評
価
（「
物
足
り
な
さ
を
感

じ
る
」
等
）
は
全
体
と
し
て
大
き

く
は
な
く
、
一
定
の
範
囲
に
収
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

本
学
学
生
に
対
し
、
卒
業
ま
で

に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
う
も

の
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
図
表
２
】

で
す
。
企
業
が
特
に
重
視
し
て
い

る
の
は
、
協
調
性
や
仕
事
や
学
び

へ
の
熱
意
、
そ
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
ど
の
職

場
で
も
「
周
囲
と
協
力
し
な
が
ら

前
向
き
に
取
り
組
め
る
か
」
を
判

断
す
る
重
要
な
観
点
と
な
り
ま
す
。

授
業
・
ゼ
ミ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
日
々
の
活
動

の
中
で
、
役
割
分
担
や
期
限
意
識
、

報
連
相
を
大
切
に
し
、
チ
ー
ム
で

成
果
を
出
す
経
験
を
積
み
重
ね
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
社
会
常
識
や
ル
ー
ル
に

加
え
、
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
挨
拶
や

時
間
管
理
、
情
報
の
取
り
扱
い
な

ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
丁
寧
に

実
行
す
る
姿
勢
は
、
信
頼
の
基
盤

に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
論
理
的
思
考
力
や
基

礎
学
力
も
重
要
で
す
。
課
題
に
対

し
て
根
拠
を
示
し
な
が
ら
考
え
、

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
力
は
、

業
種
を
問
わ
ず
求
め
ら
れ
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
作
成
や
発
表
の
機
会
を

活
用
し
、「
結
論
↓
理
由
↓
具
体
例

↓
ま
と
め
」
の
よ
う
に
整
理
し
て

伝
え
る
練
習
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。

　

加
え
て
、
近
年
の
就
職
活
動
で

は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
オ
ー

プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
等
を
通
じ
て

早
い
段
階
か
ら
企
業
と
接
点
を
持

つ
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
生
成

Ａ
Ｉ
を
含
む
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を

活
用
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は
「
自

分
の
経
験
を
、
自
分
の
言
葉
で
語

れ
る
か
」
が
問
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
自
身
の
強
み
や
価
値
観
を
磨
き
、

納
得
感
の
あ
る
進
路
選
択
に
つ
な

げ
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

キャリア支援センター

就職活動
INFORMATION

0 20% 40% 60% 80% 100%

協調性
仕事や学びへの熱意
チャレンジ精神

社会常識・ルール
社会人としてのマナー

傾聴力
基礎学力

論理的思考力
発信力
文章力

データサイエンスや AI に関する基礎知識
専門知識

批判的思考力

71.3%
65.7%
64.8%

59.5%
47.5%
47.5%

39.6%
37.8%

33.5%
22.1%

12.0%
8.8%

5.5%

【図表 2】卒業までに身につけてほしいと思うもの
0 20% 40% 60% 80% 100%

優れている どちらかというと優れている 普通 どちらかというと物足りなさを感じる 物足りなさを感じる

社会のルールや
人との約束を守る規律性がある

物事に進んで取り組む主体性がある

相手の意見を丁寧に聴く傾聴力がある
基礎的な知識や

一般的な教養を身につけている
目標を設定し

確実に行動する実行力がある
意見の違いや立場の違いを

理解する柔軟性がある
自分と周囲の人々や物事との

関係性を理解する状況把握力がある
自分の意見を

わかりやすく伝える発信力がある
他人に働きかけ

巻き込む働きかけ力がある
筋道を立てて考えられる

論理的思考力がある
感情の制御 /立ち直りの早さ /

冷静に対応する力がある
課題解決に向けたプロセスを明らかにし

準備する計画力がある
現状を分析し目的や課題を

明らかにする課題発見力がある
ストレスの発生源に対応する

ストレスコントロール力がある
与えられた情報を多角的に

考えることができる批判的思考力がある

新しい価値を生み出す創造力がある

29.8% 33.9% 20.3% 8.7% 7.3%

4.8%

4.9%

4.9%

4.4%

3.3%

4.4%

5.1%

4.1%

3.1%

4.2%

2.2%

3.5%

4.2%

3.3%

2.6%

26.7% 37.4% 19.9% 11.2%

26.5% 36.3% 21.4% 10.9%

25.6% 37.2% 23.8% 8.5%

24.7% 36.1% 24.9% 9.9%

22.3% 34.6% 28.2% 11.6%

21.0% 37.6% 26.5% 10.5%

19.7% 37.6% 28.4% 9.2%

19.7% 34.3% 32.0% 9.9%

19.0% 34.3% 34.3% 9.3%

19.0% 29.7% 38.9% 8.2%

17.1% 35.5% 35.4% 9.8%

17.0% 37.2% 33.5% 8.8%

16.6% 31.3% 40.5% 7.4%

13.3% 35.5% 38.7% 9.2%

12.5% 26.3% 49.7% 8.9%

【図表1】北海学園大学の学生・卒業生についての感想

在
学
生
を
含
め
た
皆
さ
ん
へ

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

学
園
生
の
印
象

本
学
学
生
へ
の
要
望

令和７年度
卒業証書・学位記授与式

月 日（金 /祝）3 20

※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください

北海道立総合体育センター
「北海きたえーる」メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号

式典会場
10：30～12：00予定

卒業祝賀会
日　　時 月 日（金 /祝）3 20

14：00～15：30
会　　場
札幌パークホテル  地下 2階「パークプラザ」
札幌市中央区南10条西3丁目
参加対象
令和８年 3月卒業生・修了生、本学教職員

北海道立総合体育センター
「北海きたえーる」メインアリーナ

式典会場

令和８年度入学式

月 日（木）4 2
10：30～11：30予定

　
「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学

か
ら
卒
業
生
に
対
す
る
調
査

で
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

最
終
確
認
を
す
る
も
の
で
す
。

所
定
の
方
法
で
必
ず
提
出
す

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

①
文
部
科
学
省
の
進
路
統
計

調
査
、
②
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
の
各
種
統
計
資
料
の

作
成
、
③
出
身
高
校
へ
の
情

報
提
供
、
④
同
窓
会
活
動
（
会

報
発
送
・
事
業
案
内
）
等
に

使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
個
人

情
報
保
護
法
を
遵
守
し
そ
れ

以
外
に
利
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法　
令
和
８
年
３
月

10
日
以
降
、
学
費
支
給
者
宛

に
送
付
さ
れ
る
成
績
関
係
書

類
に
、
こ
の
「
進
路
調
査
票
」

も
入
っ
て
い
ま
す
。
記
載
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
回
答
い
た
だ
く

か
、
ま
た
は
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
進
路
調
査
票
」提
出
の
お
願
い

　

こ
の
た
び
本
学
で
は
、
卒
業
後
一
定
の
年
数
を
経
過
し
た
卒
業
生
の
方

に
、
教
育
の
成
果
（
役
立
ち
度
）、
本
学
へ
の
期
待
・
要
望
、
キ
ャ
リ
ア
意
識
、

帰
属
意
識
、学
修
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
今
後
の
本
学
の
教
育
活
動
等
（
非
正
規
課
程
を
含
む
）
の
改

善
及
び
在
学
生
へ
の
各
種
支
援
内
容
の
向
上
の
た
め
役
立
て
ま
す
。
対
象
と

な
る
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
卒
業
生

卒
業
後
３
年
、
５
年
、
７
年
を
経
過
し
た
学
部
卒
業
生
の
方
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

３
年
：
２
０
２
３
年
３
月
卒
業
の
方
、
２
０
２
２
年
９
月
卒
業
の
方

５
年
：
２
０
２
１
年
３
月
卒
業
の
方
、
２
０
２
０
年
９
月
卒
業
の
方

７
年
：
２
０
１
９
年
３
月
卒
業
の
方
、
２
０
１
８
年
９
月
卒
業
の
方

■
ア
ン
ケ
ー
ト
入
力
先

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ロ
グ
イ
ン
不
要
・
無
記
名
式
。

回
答
時
間
：
４
〜
５
分
程
度

■
ご
回
答
期
限

２
０
２
６
年
６
月
30
日
（
火
）
回
答
締
切

■
お
問
合
せ

お
問
合
せ
は
、
北
海
学
園
大
学
学
長
室
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
大
学

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

https://w
w
w.hgu.jp/form

s/contact-form
.htm

l

本
調
査
の
回
答
は
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ
き
、
右

記
目
的
以
外
に
は
一
切
使
用
し
ま
せ
ん
。

卒
業
生
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の

ご
協
力
の
お
願
い

令和８年度 行事日程

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1年次〕、（工）…工学部〔2 年次以上〕

月 日（曜日） 行　　事
令
和
８
年　
　
　
４

1（水） 健康診断（豊［４年］）

2（木） 入学式

3（金） 新入生ガイダンス① 
健康診断（豊［３年］）・（工）

4（土） 新入生ガイダンス② 
健康診断（豊［１年］）

6（月） 新入生ガイダンス③ 
健康診断（豊［２年］）

7（火） 新入生ガイダンス④

8（水） 第１学期授業開始

５ 16（土） 学園創立記念日

６

19（金）～21（日） 第72回対東北学院大学定期戦（仙台）

21（日） 第１回オープンキャンパス

24（水） 実験生物に感謝する日

７
30（木） 第１学期授業終了

31（金）～8/6（木）第１学期定期試験

月 日（曜日） 行　　事

８

7（金） 第１学期定期試験予備日

8（土） 夏季休業開始
第２回オープンキャンパス①

9（日） 第２回オープンキャンパス②

13（木）～15（土）全学休業（事務取扱休止）

９

11（金） ９月期卒業生発表

24（木） 第２学期授業開始

27（日） 第３回オープンキャンパス

30（水） ９月期卒業証書・学位記授与式

10 10（土）～12（月） 第75回十月祭・第 55回工学祭

11
1（日） 総合型選抜（２次選考）

29（日） 学校推薦型選抜・特別選抜

12 26（土） 冬季休業開始
令
和
９
年
１

8（金） 第２学期授業再開

15（金） 大学入学共通テスト準備日

月 日（曜日） 行　　事
16（土） ～17（日）大学入学共通テスト

29（金） 第２学期授業終了

30（土）　～2/5（金）第２学期定期試験

２

6（土） 第２学期定期試験予備日

8（月） 一般選抜準備日

9（火） 一般選抜（A日程）

10（水） 一般選抜（B日程）

27（土） 特別選抜（社会人Ⅱ期）

３

10（水） 卒業生発表

11（木） 進級生発表

14（日） 第４回オープンキャンパス

21（日） 卒業証書・学位記授与式（予定）

27（土）～31（水） 在学生資料配布、各課程ガイダンス

▽
11
月
13
日  

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
長
瀬
田

晃
一
郎
氏
、
北
部
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一
氏

▽
12
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日  

株
式
会
社
北
海
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新
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記
者
加
藤

遥
花
氏

▽
１
月
15
日  

株
式
会
社
ケ
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ズ
プ
ロ
代
表
取
締
役
社

長
新
田
和
代
氏

▽
１
月
22
日  

木
村
和
範
名
誉
教
授

▽
１
月
29
日  

浜
頓
別
町
町
長
南
尚
敏
氏
、
地
方
創
生

推
進
室
長
湯
浅
哲
司
氏
、
総
務
課
参
事
佐
藤
秀
行
氏

▽
２
月
17
日  

小
樽
商
科
大
学
学
長
穴
沢
眞
氏
、
副

学
長
江
頭
進
氏
、
副
学
長
補
佐
河
崎
智
之
氏

令和８年度 健康診断日程表
■豊平校舎〈学部生〉
学年・健診日 学部・学科 時　間

新1年生
4月 4日（土）

１
部

経済 K1～ K3 9：30～10：10

経済 K4 ～ K6 10：10～10：40

経営 経営学科 10：40～11：20

経営 経営情報学科 11：20～11：50

法 F1 ～ F3 13：10～13：50

法 F4 ～ F6 13：50～14：20

人文 日本文化学科
工　 社会環境工学科
　　 建築学科

14：20～15：00

人文 英米文化学科
工　 電子情報工学科
　　 生命工学科

15：00～15：40

２
部
経済・経営 17：00～17：45

法・人文 17：45～18：30

新 2 年生
4月 6日（月）

新 3年生
4月 3日（金）

新 4 年生・
研究生

4月1日（水）

１
部

経済 経済学科 9：30～10：10

経済 地域経済学科 10：10～10：40

経営 経営学科 10：40～11：20

経営 経営情報学科 11：20～11：50

法 法律学科 13：20～14：00

法 政治学科 14：00～14：20

人文 日本文化学科 14：20～14：40

人文 英米文化学科 14：40～15：00

２
部
経済・経営 17：00～17：45

法・人文 17：45～18：30

学年・健診日 学　科 時　間

工
学
部

新2年生
4月 3日（金）

男性 社会環境工学科 9：30～ 9：50

男性 建築学科 9：50～10：10

男性 電子情報工学科 10：10～10：30

男性 生命工学科 10：30～10：50

女性 全学科 10：50～11：20

新 3年生
4月 3日（金）

男性 社会環境工学科 11：20～11：40

男性 建築学科 11：40～12：00

男性 電子情報工学科 12：00～12：20

男性 生命工学科 12：20～12：40

女性 全学科 12：40～13：00

新 4 年生・
研究生

4月 3日（金）

男性 社会環境工学科 14：00～14：20

男性 建築学科 14：20～14：40

男性 電子情報工学科 14：40～15：00

男性 生命工学科 15：00～15：20

女性 全学科 15：20～15：50

大
学
院

4月 3日（金）
男性 修士・博士 14：00～15：20

女性 修士・博士 15：20～15：50

学年・健診日 時　間

新1年生
4月 4日（土）

9：30 ～ 11：50
13：10 ～ 15：40
17：00 ～ 18：30

新 2 年生以上
4月1日（水）

9：30 ～ 11：50
13：20 ～ 15：00
17：00 ～ 18：30

■豊平校舎〈大学院生〉

※新 1年生：「健康診断問診票」はガイダンスで配布されます。
※新 2 年生以上： 〈最終学年〉「健康診断問診票」「尿検査容器」は

ガイダンスで配布されます。
　　　　　　　　 〈最終学年以外〉「健康診断問診票」はガイダンス

で配布されます。

※新 1年生： 「健康診断問診票」は、入学式で配布される封筒に同封
されています。

※新 2 年生以上： 「健康診断問診票」等の事前配布物は、3月 2日（月）
～ 31日（火）に医務室前に各自取りに来てください。

　　　　　　　　〈2・3 年生〉「健康診断問診票」
　　　　　　　　〈4 年生・研究生〉「健康診断問診票」「尿検査容器」

※ 「健康診断問診票」等の事前配布物は、3月 2日～ 2 号館 3 階ロ
ビーに設置しますので、各自取りに来てください。豊平キャンパスの
医務室前でも受け取り可能です。大学院新入生は郵送します。

■山鼻校舎

北
海
学
園
大
学
同
窓
会
『
豊
平
会
報
』

北
海
学
園
大
学
同
窓
会

で
発
行
し
て
い
る
『
豊

平
会
報
』
を
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
い
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だ
け
ま
す
。


